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はじめに

このたびは、HIOKI ”3168 クランプオンパワーハイテスタ ”をご選定
いただき、誠にありがとうございます。この製品を十分にご活用いただ
き、末長くご使用いただくためにも、取扱説明書はていねいに扱い、い
つもお手元に置いてご使用ください。

3168クランプオンパワーハイテスタを以降、「本器」と記載します。

登録商標について
Windows、Microsoft Excelは米国マイクロソフト社の登録商標です。

表記について
• 特に断り書きのない場合、Windows 98, Me、Windows NT4.0、Windows

2000、Windows XPを「Windows」と表記しています。
• Windowsのダイアログボックスは「ダイアログ」と表記しています。
• メニュー名、コマンド名、ダイアログ名、ダイアログ内のボタンなど
の画面上の名称、およびキーは [　]で囲んで表記しています。

マウス操作について

クリック ：マウスの左ボタンを押して、すぐに離します。
右クリック ：マウスの右ボタンを押して、すぐに離します。
ダブルクリック：マウスの左ボタンをすばやく 2回クリックします。
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点検
点検

梱包内容の確認
本器がお手元に届きましたら、輸送中において異常または破損がないか
点検してからご使用ください。万一、破損あるいは仕様どおり動作しな
い場合は、お買上店（代理店）か最寄りの営業所にご連絡ください。

本体

付属品

3168　（1台）

9438-01電圧コード 
1セット (赤、黒、黄色
各１本）

9448コンセント入力コード 
1本

CD-R 1枚（専用パソコンソ
フト、RS-232C 取扱説明書）

詳細取扱説明書（1冊）
クイックスタートマニュア
ル（1冊）
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オプション　
クランプ関連

インタフェース関連
• 9440接続ケーブル（外部制御端子用）
• 9612 RS-232Cケーブル（RS-232C用）

携帯用ケース
• 9346ソフトケース
• 9348携帯用ケース

その他周辺
• 9726 PCカード 128M
• 9727 PCカード 256M
• 9728 PCカード 512M

ソフトウェア
• 9625電力計測支援ソフト

輸送上の注意
本器を輸送する場合は、お届けした時の梱包材料をご使用ください。

9291クランプオンセンサ (500Arms定格）

9298クランプオンセンサ (100Arms)

9290-10 クランプオンアダプタ
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安全について
安全について

この取扱説明書には本器を安全に操作し、安全な状態に保つのに要する
情報や注意事項が記載されています。本器を使用する前に下記の安全に
関する事項をよくお読みください。

安全記号　　

取扱説明書の注意事項には、重要度に応じて以下の表記がされています。

その他の記号

• この機器は測定方法を間違えると人身事故や機器の故障につながる
可能性があります。取扱説明書を熟読し、十分に内容を理解してから
操作してください。万一事故があっても、弊社製品が原因である場合
以外は責任を負いかねます。

• 短絡事故や人身事故を避けるため、クランプ製品は最高使用回路電
圧 AC240V以下の電路で使用してください。

使用者は、機器上に表示されている  マークのところについて、
取扱説明書の マークの該当箇所を参照し、機器の操作をしてく
ださい。
使用者は、取扱説明書内の マークのあるところは、必ず読み注
意する必要があることを示します。

交流（AC）を示します。

接地端子を示します。

電源の「入」を示します。

電源の「切」を示します。

操作や取扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷につながる危険性
が極めて高いことを意味します。

操作や取扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷につながる可能性
があることを意味します。

操作や取扱いを誤ると、使用者が傷害を負う場合、または機器を損
傷する可能性があることを意味します。

製品性能および操作上でのアドバイス的なことを意味します。

参照： 参照先を示します。
 * 用語の説明を記述しています。

してはいけない行為を示します。

ガイド的な説明をしています。
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測定カテゴリ（過電圧カテゴリ）について

測定器を安全に使用するため、IEC61010 では測定カテゴリとして、使
用する場所により安全レベルの基準を CATⅠ～ CATⅣで分類していま
す。概要は下記のようになります。

CATⅠ :コンセントからトランスなどを経由した機器内の二次側の電気
回路

CATⅡ :コンセントに接続する電源コード付き機器（可搬形工具・家庭
用電気製品など）の一次側電路

CATⅢ :直接分電盤から電気を取り込む機器（固定設備）の一次側およ
び分電盤からコンセントまでの電路

CATⅣ :建造物への引込み電路、引込み口から電力量メータおよび一次
側電流保護装置（分電盤）までの電路

数値の大きいカテゴリは、より高い瞬時的なエネルギーのある電気環境
を示します。そのため、CATⅢで設計された測定器は、CATⅡで設計さ
れたものより高い瞬時的なエネルギーに耐えることができます。
カテゴリの数値の小さいクラスの測定器で、数値の大きいクラスに該当
する場所を測定すると重大な事故につながる恐れがありますので、絶対
に避けてください。
特に、CAT Ⅰの測定器を CAT Ⅱ、ⅢおよびⅣに該当する場所の測定に
用いないでください。
測定カテゴリは IEC60664の過電圧カテゴリに対応します。

確度について
弊社では測定値の限界誤差を、次に示す f.s.（フルスケール）、rdg.（リー
ディング）に対する値として定義しています。

f.s. 
（最大表示値、目盛長）

最大表示値または、目盛長を表します。一般的には、
現在使用中のレンジを表します。

rdg.
（読み値、表示値、指示値）

現在測定中の値、測定器が現在指示している値を表し
ます。
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ご使用にあたっての注意

本器を安全にご使用いただくために、また機能を十二分にご活用いただ
くために、下記の注意事項をお守りください。

使用前の点検 _______________________________________________

• 使用前には、保存や輸送による故障がないか、点検と動作確認をして
から使用してください。故障を確認した場合は、お買上店（代理店）
か最寄りの営業所にご連絡ください。

• ケーブルの被覆が破れたり、金属が露出していないか、使用する前に
確認してください。損傷がある場合は、正確な測定ができませんので、
お買上店（代理店）か最寄りの営業所にご連絡ください。

本器の設置について _________________________________________

設置環境 使用温湿度範囲 :0～ 50°C、80%rh以下（結露なきこと）
確度保証温湿度範囲 :23°C±5°C、80%rh以下（結露なきこと）

本器の故障、事故の原因になりますので、以下のような場所には設置し
ないでください。

使用条件_____________________________________________________________________

直射日光があたる場所
高温になる場所

腐食性ガスや爆発性ガス
が発生する場所

水のかかる場所
多湿、結露するような
場所

強力な電磁波を発生する
場所
帯電しているものの近く

ほこりの多い場所 機械的振動の多い場所

• 本器をぬらしたり、ぬれた手で測定しないでください。感電事故の原
因になります。

• 活線で測定するので、感電事故を防ぐため、労働安全衛生規則に定め
られているように、電気用ゴム手袋、電気用ゴム長靴、安全帽などの
絶縁保護具を着用してください。
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電源の供給_________________________________________________

接続 __________________________________________________________________________

本器は 240 Vを超える測定ラインでは使用できません。

• 本器の電源は測定ラインから供給されます。測定ラインに接続する前
に、ご使用になる測定ラインの電圧および周波数が本器の電圧入力端
子部に記載されている入力範囲内であることを確認してください。
（AC 100～ 240 V, 50/60 Hz, 15 VAmax.） PT の二次側に接続する場
合は、PT の容量を確認してください。容量不足の場合は、正常に動
作しない場合や、PT の保護ヒューズ溶断、並列接続する他の機器へ
の影響があります。

• 指定電源電圧範囲外で使用すると、本器の破損や電気事故になります
ので使用しないでください。

• 付属の9448 コンセント入力コードを使用する場合は本器の破損や電
気事故になりますので、電圧入力端子のチャネル 2（U2）には何も
接続しないでください。

インバータの二次側のように、商用周波数以外の高い周波数成分を含
むラインには、絶対に結線しないでください。故障の原因となります。

• 感電、短絡事故を避けるため、電圧コードを測定ラインに結線すると
き、または取り外すときは、必ず本器の電源スイッチを OFF にして
ください。

• 感電、短絡事故を避けるため、測定ラインと電圧入力端子との接続
は、付属の 9438-01電圧コードを使用してください。

• 電圧コードのクリップ先端の金属部には絶対に触れないでください。
• 感電事故を避けるため、接続順序をお守りください。
①本器の電源スイッチを OFF にします。
②電圧コードとクランプセンサを接続します。
③電圧コードを測定ラインに結線します。
④電源スイッチを ON にします。
⑤クランプセンサを結線します。
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二次側接続 _________________________________________________

コード類の引き回し _________________________________________

クランプセンサや電圧コードは、本体に接続してから活線状態の測定
ラインに接続することになります。短絡・感電事故を防ぐため下記の
事項をお守りください。
•  電圧コードのクリップ先端の金属部で、測定ラインの 2 線間を接触
させないでください。またクリップ部先端の金属部には絶対に触れな
いでください。

• クランプセンサを開いたとき、クランプ先端の金属部で測定ラインの
2線間を接触させたり、裸導体に使用しないでください。

• クランプセンサ、電圧コードは、必ずブレーカの二次側に接続してく
ださい。ブレーカの二次側は、万一短絡があっても、ブレーカにて保
護します。一次側は、電流容量が大きく、万一短絡事故が発生した場
合、損傷が大きくなるので、測定しないでください。

• CT に通電中に誤って二次回路を開放しますと、二次側端子に非常に
高い電圧が発生し絶縁破壊する恐れがあり大変危険です。
本器はクランプセンサにより二次側を開放することなく測定できま
すが、他の計器類を接続する場合には必ず二次側を短絡してから結線
してください。

• 感電事故を避けるため、一度すべての結線を測定ラインから外してか
ら、電圧コード、クランプセンサの追加、交換してください。コネク
タの接続を確実にしてない場合は、仕様を満足しなくなったり、故障
の原因になります。

• 感電事故を避けるため、本器と各機器の電源を OFF にしてから、RS-
232C のコネクタ類の脱着してください。

• 被測定導線が高温の場合がありますので注意してください。
• コードが溶けると金属部が露出し危険です。発熱部などに触れないよ
うにしてください。

• 断線による故障を防ぐため、電圧コード、センサケーブルは、折った
り引っ張ったりせず取り扱いには注意してください。

• コード類およびクランプセンサの被覆に損傷を与えないため、踏んだ
り挟んだりしないでください。
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本器・付属品の取り扱い_____________________________________

CD-Rの取り扱い ___________________________________________

• 本器の損傷を防ぐため、運搬および取り扱いの際は振動、衝撃を避け
てください。特に、落下などによる衝撃に注意してください。本器を
破損します。

• クランプセンサを落下させたり、衝撃を加えないでください。コアの
突合わせ面が損傷し、測定に悪影響を及ぼします。

• コア部に機械的な衝撃を加えないようにしてください。コア面に傷が
ついた場合は正確な測定ができません。

• PC カードにアクセス中に PC カードを抜いた場合は、ファイルが破
壊される場合がありますので絶対にしないでください。

• ディスクに指紋などの汚れを付けないようにするため、また印刷がか
すれないようにするため、お取り扱いの際は必ずディスクの縁を持つ
ようにしてください。

• ディスクの記録面には決して手を触れないようにしてください。また
堅いものの上に直接置かないようにしてください。

• ディスクのレーベル表示が消える可能性がありますので、ディスクを
揮発性アルコールや水にぬらさないようにしてください。

• ディスクのレーベル面に文字を記入するときは、先がフェルトの油性
ペンをご使用ください。ディスクを傷つけ記録内容を破損する危険性
がありますので、ボールペンやその他の先の堅いペンは使用しないで
ください。また粘着性ラベルも使用しないでください。

• ディスクがゆがんだり記録内容が破損する危険性がありますので、直
射日光や高温多湿の環境にディスクをさらさないでください。

• ディスクのシミやホコリ、指紋などを取り除く場合には、柔らかくて
乾いた布または CDクリーナーをお使いください。常に内側から外側
に向けてぬぐうようにし、決して輪を描くようにはふかないでくださ
い。また、研磨剤や溶剤系クリーナーは使用しないでください。

• この CD-R のご使用にあたってのコンピュータシステム上のトラブ
ル、および製品の購入に際してのトラブルについて、弊社は一切の責
任を負いません。
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ご使用にあたっての注意
使用方法 ___________________________________________________

• 電圧コードを接続する場合、活線状態の端子にクリップすることにな
ります。万一クリップ接続時に 2 線間を接触すると、短絡事故にな
るので注意してください。

• 最大定格動作電圧は AC240 V です。340 V のピーク電圧を超えると
本器を破損し、人身事故になるので測定しないでください。

• 電圧入力端子の対地間最大定格電圧は AC240 V です。感電事故、本
器の損傷を避けるため、この電圧を超える AC 電源ラインの測定は
PT を使用してください。

• 各レンジの測定範囲を超える電圧、電流を入力しないでください。本
器を破損します。

• 本器の電源が OFF の状態で、クランプセンサに電流を入力しないで
ください。本器を破損することがあります。

• 本器は電源周波数 50 Hz/60 Hz の商用ライン測定用に設計されてい
ますので、その他周波数が異なるラインやインバータなどにより波
形制御されたラインでの測定はできません。

• 本器の測定値は入力された電圧，電流波形から、電圧（U）、電流
（I）、有効電力（P）、力率（PF）を仕様に記載してある演算式によ
り求めています。動作原理の異なる測定器または演算式の異なる測
定器とは、測定値に差を生じる場合があります。

• 本器の積算値は、電力の測定値（1 回／秒）からソフトウェア上の
演算によって求めています。応答速度、サンプリングレートあるい
は演算方式の異なる測定器とは積算値が異なる場合があります。ま
た、本器は交流専用に設計されていますので直流の重畳するライン
の測定はできません。

• 正確な測定を行うために、使用前には 5 分間以上ウォーミングアッ
プを行ってください。電流レンジの 0.4% 以下の入力に対しては表
示値を強制的にゼロにします。

• 被測定ラインの電圧、電流が本器の測定範囲を超える場合には、外
付けの PT, CT をご利用いただき、最大許容入力を超えないように
してください。外付けのトランス（PT，CT） を使用する場合、それ
らの位相差が電力測定に大きな誤差をおよぼす可能性があります。
正確な測定をするためになるべく位相誤差の小さい PT，CT をご使
用ください。PT，CT 使用の場合は、それぞれ PT 比，CT 比を設定
し測定値を直読してください。
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概要 1
1.1 製品概要

3168クランプオンパワーハイテスタは、測定ラインの電力を測定する電力測定器です。
単相から三相 3線までの電流・有効電力・力率・有効電力量が測定できます。

本器は、電力の解析・管理で、消費電力の節減をお助けします！
PCカードにより長時間のデータ収集に対応できるため、ビル・工場の電力保守、
管理といった商用周波数の電力測定に最適な測定器です。
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1.2 特長
1.2 特長

(1)各種電力ラインへの対応
一台で単相2線から三相3線の各種測定ラインに対応でき
ます。

(2)基本測定項目の表示および保存
電圧、電流、有効電力、力率、有効電力量といった電力に
関する基本的な測定項目を表示・保存できます。

(3)極性別の積算測定が可能
有効電力の消費・回生といった極性別の積算測定ができま
す。（表示は消費成分のみ）

(4)PCカードインタフェース装備
測定データを長期間にわたって PC カードに保存します。
また、PCカードによる測定条件の設定もできます。

(5)RS-232Cインタフェース装備
RS-232C インタフェースを標準装備しています。コン
ピュータを接続して測定の自動化が図れます。

(6)測定ラインから電源供給
測定ラインから電源を供給するので、電源コードや電池は
不要です。
ただし、電源スイッチを OFF にしてから、電圧コードと
測定ラインの結線、取り外しをしてください。

(7)アプリケーションソフト付属
測定条件の設定やファイル作成、PC カード上のデータ読
み出しなど基本的な操作が簡単に行なえる専用パソコン
ソフトが付属されています。

(8)小形、軽量
小型・軽量化されていますので、配電盤など狭い場所でも
設置しやすくなっています。



1.3 各部の名称と機能
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1.3.1 フロントパネル

1.3 各部の名称と機能

表示部
参照：(⇒p.16

操作部
参照：(⇒p.15

積算 LED（緑）
待機中は点滅表
示、積算を開始す
ると点灯表示しま
す。（積算中）

電源 LED（赤）
電源が供給され、測
定を開始すると点
灯表示します。
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1.3 各部の名称と機能
1.3.2 入力パネル

1.3.3 サイドパネル

電圧入力端子（U）
付属の 9438-01電圧コードを測定
ラインに合わせて接続します。

電源スイッチ
電源の ON/OFFをします。
結線したり、取り外す場合は必ず“OFF”（○側）
にしてから行ってください。

電流入力端子（I）
オプションの 9291、
9298クランプオンセ
ンサを測定ラインに
合わせて接続し、確
実にロックします。

PCカード挿入口
PCカードを挿入します。
PCカードを使用しない場合は

RS-232Cインタフェース端子
コンピュータに接続できます。

カバーを閉めておいてください。

外部制御端子
積算測定の開始 /終了が
外部信号から行えます。
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1.3.4 操作キー

1

2

3 4

6

5

キー 説明

1

測定 /設定

• 測定画面と設定画面を切り替えます。設定画面では設定条件の確
認、変更を行います。

• 設定画面にて、選択項目変更および数値変更をキャンセルしま
す。

2

START/STOP

• 測定画面にて積算測定を開始 /終了します。
• 設定画面の測定ライン画面にてクランプ結線の簡易チェックを行
います。

3

• 測定画面にて電流レンジを切り替えます。
• 設定画面にて選択項目画面の場合、項目を点滅および変更します
（データ保存（出力）先、測定ライン設定）

• 設定画面にて数値変更するカーソルの数値を点滅およびカーソル
の移動をします。

4
• 測定画面にて表示項目を切り替えます。
• 設定画面にて数値変更するカーソルの数値を点滅および数値を変
更します。

5

設定項目

• 設定画面にて設定項目を切り替えます
• 設定画面にて、選択項目変更および数値変更をキャンセルしま
す。

6

決定

• 設定画面にて、選択項目変更および数値変更を確定します。
• 通信機能使用後に、本器を手動に切り替えます。
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1.3 各部の名称と機能
1.3.5 表示部

1

2 4

3

5

6

8

9

11

10

12

7
1P2W 1P3W 3P3W

5 A 10 A 50 A 100 A 500 A

アイコン 説明

1 設定画面の時、点灯します。

2 設定画面にて PCカードからの設定ファイルを読み出す時、点灯します。

3
• 測定画面にて PC カード（ ）の保存容量オーバの時、点灯します。
• 測定画面にて 内部メモリ（ ）の保存容量オーバの時、点灯します。

4

• 測定画面にて PC カード内に測定ファイルがない場合、あるいはクリアし
た状態で点灯します。

• 設定画面にて PC カード内の測定ファイルをクリアしたり、フォーマット
をする画面で点灯します。

5
• 測定画面にて電圧レンジの過大入力（クレストファクタオーバ）の時、点
灯します。

• 電圧の入力波形が回路のダイナミックレンジを超えた場合に点灯します。

6
• 測定画面にて電流レンジの過大入力（クレストファクタオーバ）の時、点
灯します。

• 電流の入力波形が回路のダイナミックレンジを超えた場合に点灯します。

7
• 測定画面にて選択している測定ラインのバーが点灯します。
• 設定画面にて キーを押すと測定ライン（1P2W、1P3W、3P3W）
の何れかのバーが点灯します。

8 • 測定画面にて キーを押すと電流レンジ（5 A、10 A、50 A、100 
A、500 A）の何れかのバーが点灯します。

9
• 測定画面にて PT 比の設定が 1 以外の場合、点灯します。
• 設定画面にて PT比の設定画面で点灯します。

10
• 測定画面にて CT 比の設定が 1 以外の場合、点灯します。
• 設定画面にて CT比の設定画面で点灯します。

11 TIME 測定画面にて積算経過時間の表示画面で点灯します。

12
50Hz 
60Hz 測定画面にて測定ラインの周波数（自動識別）を表示します。
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アイコン 説明
13 ID 設定画面にて機器の識別用の数値設定画面で点灯します。

14 DATE 設定画面にて現在日時の設定画面で点灯します。

15 START 設定画面にて積算開始日時の設定画面で点灯します。

16 STOP 設定画面にて積算終了日時の設定画面で点灯します。

17 INT 設定画面にてデータインターバル時間の設定画面で点灯します。

18

 
 

設定画面にて キーを押すとデータ保存（出力）先（ 　
　 ）のいずれかが点灯します。

•
PC カードにデータを保存する場合
PC カードにデータを保存中に点滅表示します。

•
コンピュータへ自動出力あるいは内部メモリへデータを保存する場合
本体からコンピュータへ測定データを自動出力している場合あるいは内部
メモリにデータを保存中に点滅表示します。

•
RS-232C の場合
RS-232C で通信している場合に点滅表示します。（点滅中は、本器のキー
は効きません）

19 外部制御機能により積算中に点滅します。
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1.4 キー操作の流れ
電源投入直後は測定画面を表示します。設定画面へ移行するためには測定／設定キーによ
る操作が必要です。

1.4 キー操作の流れ

積算中および待機中は設定変更できません。

電圧

電流

有効電力
力率

経過時間
有効電力量（積算値）

測定画面

5 A 10 A 50 A 100 A 500 A

参照：(⇒ p.68)

参照：(⇒ p.68)

参照：(⇒ p.69)
参照：(⇒ p.72)

参照：(⇒ p.73)
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積算中および待機中は設定変更できません。確認のみ可能です。

設定ファイル
読み出し

測定ファイル
クリア

ID番号

現在日時

積算開始日時

積算終了日時

データ保存（出力）先

測定ライン

設定画面

PT比、CT比

参照：(⇒ p.51)

参照：(⇒ p.52)

参照：(⇒ p.54)

参照：(⇒ p.42)

データ
インターバル時間

参照：(⇒ p.43)

参照：(⇒ p.36)

参照：(⇒ p.47)

参照：(⇒ p.46)

参照：(⇒ p.44)

1P2W 1P3W 3P3W

参照：(⇒ p.49)
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1.5 専用パソコンソフトの機能
参照：7「本器専用パソコンソフトを 使用する」(⇒ p.97)

設定

測定
測定値をコンピュータ画面で確認することができます。ただし、保存先が RS-232Cに自動
変更しますので PCカードへの保存はできません。

ダウンロード
•設定ファイルのダウンロードや削除ができます。
•測定ファイルのダウンロードや削除ができます。　
•内部メモリに保存している測定データのダウンロードができます。

1.5 専用パソコンソフトの機能

機能・性能 詳細 参照

設定受信 本器の設定を専用パソコンソフトで受信します

専用パソコンソフト内の
ヘルプ

設定送信 専用パソコンソフトで設定された条件を本器に送
信します

リモート保存 本器の設定を PCカードに保存します

RS-232Cの設定 デリミタ（送信時、受信時）、ボーレート、フ
ロー制御の設定をします

付属の専用パソコンソフトによりコンピュータから本器を
制御したり、測定データをコンピュータに転送することが
できます



1.6 測定の流れ
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準備から測定データ解析までの流れは下記のとおりです。

1.6 測定の流れ

測定ラインへ結線する

測定前の設定をする

測定を開始する

準備
1. 電圧コード、クランプセンサの点検をする
2. 本器に電圧コードを接続する
3. 本器にクランプセンサを接続する
4. 測定データを PCカードに保存する場合、PCカー
ドを実装する。
コンピュータへ出力するには専用の 9612  RS-
232Cケーブル（別売オプション）を接続する

1. 本器の電源スイッチを OFFにする
2. 電圧コードを測定ラインに結線する
3. 本器の電源スイッチを ONにする
4. クランプセンサを測定ラインに結線する
5. 測定画面にて電流レンジを設定する
6. 設定画面にて測定ラインを設定する
7. クランプ結線の簡易チェック

1. 設定画面にて現在時刻を設定する
2. 設定画面にてデータインターバル時間を設定す
る

3. 設定画面にて積算開始／終了日時を設定する
4. 設定画面にてデータ保存（出力）先を設定する
”RS”を選択した場合は付属の CD-R内の RS-
232C取扱説明書を参照してください

5. 変圧器（PT）、変流器（CT）を使用する場合は、
設定画面にて PT比、CT比を設定する

6. 機器の識別を行う場合は、設定画面にて設定を
行う

1. 測定画面にて START/STOP キーにより測定を
開始する
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1.6 測定の流れ



2.1 電圧コードを接続する
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2.1.1 電圧コード接続前の点検
電圧コードを接続する前に下記事項を確認してください。

2.1.2 電圧コードを本器に接続する
手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

用意するもの : 9438-01電圧コード

測定前の準備 2
2.1 電圧コードを接続する

確認箇所 確認内容 対処方法
クリップ部 破損やひび割れしていませんか？ 絶縁破壊されている可能性があります。感電事

故になりますので、ご使用にならず、お買上店
（代理店）か最寄りの営業所にご連絡ください。

ケーブル

被覆が破れたり、金属が露出し
ていませんか？

コネクタ部およびセンサ側の根
元部分が断線していませんか？

正常な測定ができませんので、ご使用になら
ず、お買上店（代理店）か最寄りの営業所にご
連絡ください。

感電、短絡事故または本器の破損を避けるため、以下のことを注意し
てください。
• 本器の電源スイッチを OFFにし、測定ラインに結線されていない状
態で電圧コードを接続してください。

• 付属の 9438-01 電圧コードは、赤、黒、黄色のコードが各 1 本ずつ
で 1 セットになっています。測定に必要のない電圧コードは絶対に
接続しないでください。

• 本器の U1、Ｎには必ず電圧コードを接続してください。
• 本器のバックパネルの結線図を参考にしてください。

測定ラインによって必要な本数の電圧コードのみ、
本器の電圧入力端子に接続します。
電圧コードはプラグ部分を持って端子に差し込みま
す。（止まるまで確実に挿入してください）
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2.2 クランプセンサを接続する
2.2.1 クランプセンサ接続前の点検

クランプセンサ（オプション）を接続する前に下記事項を確認してください。

2.2.2 クランプセンサを本器に接続する
次の手順で、クランプセンサ（9291あるいは 9298）を接続します。

2.2 クランプセンサを接続する

確認箇所 確認内容 対処方法

センサ部 破損やひび割れしていません
か？

・絶縁破壊されている可能性があります。感電
事故になりますので、ご使用にならず、お買
上店（代理店）か最寄りの営業所にご連絡く
ださい。

センサ
ケーブル

被覆が破れたり、金属が露出
していませんか？

・正常な測定ができませんので、ご使用になら
ず、お買上店（代理店）か最寄りの営業所に
ご連絡ください。コネクタ部およびセンサ側の

根元部分が断線していません
か？

• BNCコネクタを引き抜くときは、必ずロックを解除してから、コ
ネクタを持って引き抜いてください。ロックを解除せずに無理に
引っ張ったり、ケーブルを持って引っ張るとコネクタ部を破損し
ます。

• クランプセンサを本体に接続しない状態で、クランプセンサに電
流を印加しないでください。また、電流を印加中にクランプセン
サのコネクタを本体より取り外さないでください

単相 2線の場合、クランプセンサは 1本で測定できます。（I1に接続
します）

• 9291あるいは 9298のクランプオンセンサ以外は接続しないでく
ださい。

• クランプセンサは、被測定ラインの電流値、および導体の太さを
考慮して選択してください。

参照 :2.2.3「クランプセンサの仕様」(⇒ p.26)
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手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

用意するもの :クランプセンサ（必要本数）

以上で、クランプセンサの接続は終了です。

クランプセンサのBNCコネク
タの溝を、本器のコネクタガ
イドに合わせて差し込み、右
へ回してロックします。

（取り外す場合は、コネクタを左へ
回してロックを解除してから、引き
抜きます）

クランプセンサ
接続端子

本器のクランプセンサ接
続端子コネクタガイド

ロック

BNCコネクタ溝

• BNCコネクタ部分をこじらないでください。本体コネクタとの接触
不良により正確な電流測定ができなくなる可能性があります。

• 電圧、電流のチャネルごとに、電圧コードの色とクランプセンサ付
属のマークバンドの色を合わせてください（マークバンドはクラン
プセンサに付属されていますので、あらかじめセンサケーブルに取
り付けておいてください）。
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2.2 クランプセンサを接続する
2.2.3 クランプセンサの仕様

詳しくは各クランプセンサの取扱説明書をご覧ください。

9291 クランプオンセンサ

9298クランプオンセンサ

定格一次電流  AC 500 A

定格二次電流  AC 500mA

最大許容入力 550 A連続（45～ 66 Hz, 周囲温度 50°C）

二次電流振幅確度  ±0.5%rdg. ±0.2%f.s.（f.s. は 3168の各レンジとす
る）（ 45～ 66 Hz、コア中心にて）  

二次電流位相確度  ±0.5°以内（45 Hz～ 5 kHz）

振幅周波数特性
(確度からの偏差）

 40 Hz～ 5 kHz,　±1%以内

対地間最大定格電圧  AC 600 Vrms

測定可能導体径  φ46 mm以下

使用温湿度範囲  0～ 50°C, 80%rh以下

定格一次電流  AC 100 A

定格二次電流  AC 100 mA

最大許容入力 130 A連続（45～ 66 Hz, 周囲温度 50°C）

二次電流振幅確度  ±0.5%rdg. ±0.2%f.s.（f.s. は 3168の各レンジとす
る）（ 45～ 66 Hz、コア中心にて） 

二次電流位相確度  ±1°以内（45 Hz～ 5 kHz）

振幅周波数特性
(確度からの偏差）

 40 Hz～ 5 kHz,　±1%以内

対地間最大定格電圧  AC 300 Vrms

測定可能導体径  φ15 mm以下

使用温湿度範囲  0～ 50°C, 80%rh以下



2.3 PCカードを挿入する
27

0

1

2

3

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

2

測定データの保存先を （PCカード）に設定する場合

弊社オプション 9726 PCカード 128M
9727 PCカード 256M
9728 PCカード 512M

2.3 PCカードを挿入する

重要！
弊社オプションのPCカードを必ず使用してください。弊社オプショ
ン以外の PC カードを使用すると、正常に保存、読み出しができな
い場合があり、動作保証はできません。

• 9729 PCカード 1Gには対応していません。
• 弊社オプションの PC カードはフォーマット済みですのでフォー
マットの必要はありません。もしコンピュータでフォーマットす
る場合にはFAT（FAT16）形式でフォーマットしてください。FAT32
形式でフォーマットした場合、本器では使用できません（フォー
マットもできません）。コンピュータにて FAT（FAT16）形式で再
度フォーマットしてください。

• 粉塵の多い場所や油分を含んだ気中では使用しないでください。コ
ネクタの接触不良の原因になります。

• PCカードを使用しない場合は、カバーを閉めてください。
• 本器を輸送する際は PCカードを抜いて、カバーを閉めてください。
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2.3 PCカードを挿入する
手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

用意するもの : PCカード（1個）

以上で、PCカードの挿入は終了です。

PC カード挿入口のふた
を開けます。PCカードの
▲印の面を上にして、▲
印の方向に奥まで差し込
みます。

表裏および挿入方向を間違えて無理に挿入しないでください。PCカー
ドまたは本器を損傷することがあります。

PCカードを取り出す場合に
は、イジェクトボタンを押
して、PC カードを引き抜き
ます。
カバーを閉めます。

本器が PC カードにアクセス（ 表示が点滅）している下記のよ
うな場合、絶対に PCカードを取り外さないでください。PCカード内
のファイルを破壊する可能性があります。

• 設定ファイルを読み出している時
• データインターバル時間ごとに、測定データを保存している時
• RS-232Cコマンドを用いてPCカード内のデータを読み出している
時

PCカードを取り出すときは
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結線前には必ず「ご使用にあたっての注意」(⇒ p.6)をお読みください。

下記事項に十分注意して作業を行ってください。

測定ラインへ結線する 3

3.1 結線方法

• 本器は 240 Vを超える測定ラインでは使用できません。240 Vを超え
ると感電事故や短絡事故になります。

• クランプセンサ、電圧コードは、必ずブレーカの二次側に接続してく
ださい。ブレーカの二次側は、万一短絡があっても、ブレーカにて保
護します。一次側は、電流容量が大きく、万一短絡事故が発生した場
合、損傷が大きくなるので、測定しないでください。

• CTに通電中に誤って二次回路を開放しますと、二次側端子に非常に
高い電圧が発生し絶縁破壊する恐れがあり大変危険です。本器はクラ
ンプセンサにより二次側を開放することなく測定できますが、他の計
器類を接続する場合には必ず二次側を短絡してから結線してくださ
い。

• 電圧入力端子 U1, U2は N端子に対し共通であり、それぞれの入力は
絶縁されていません。

• クランプセンサを開いたとき、クランプ先端の金属部で測定ラインの
2線間を接触させないでください。

• 感電事故を防ぐため、使用中はクランプセンサ（タイプ A）のバリア
（障壁）より先を触らないでください。

バリア

クランプセンサ（タイプ A）

（図は 9291）
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3.1 結線方法
• 活線で測定するので、感電事故を防ぐため、労働安全衛生規則に定め
られているように、電気用ゴム手袋、電気用ゴム長靴、安全帽などの
絶縁保護具を着用してください。

• 電圧コード、およびクランプセンサは、本体に接続してから活線状態
の測定ラインに接続することになります。短絡・感電事故を防ぐため
下記の事項をお守りください。

• 電圧コードのクリップ先端部が破損している場合には使用しない
でください。

• 電圧コードの結線は本器の電源スイッチをOFFにしてから行って
ください。ON の状態で結線をすると、測定ラインと電圧コード
先端の金属部で火花が飛ぶ場合があり、たいへん危険ですから絶
対にしないでください。

• インバータ二次側のように、商用周波数以外の高い周波数を含むライ
ンには絶対に結線しないでください。故障の原因となります。

• コード類の被覆に損傷を与えないため、踏んだり挟んだりしないでく
ださい。

• 本器の電源が OFF の状態、または測定導体をクランプセンサでクラ
ンプした状態で、コネクタの抜き差しをしないでください。本体およ
びクランプセンサの故障の原因になります。

• 本器の電源が切れている状態で、クランプセンサに電流を入力しない
でください。本器を破損することがあります。
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結線の手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. 本器の電源スイッチが   OFF（O)であることを確認します。

2. 結線図に従って、電圧コードを測定導体に結線します。
参照：（(⇒p.32), (⇒p.33)、あるいは本器の裏側）

3. 本器の電源を ON（Ｉ）にします。

4. 結線図に従って、被測定導体をクランプセンサでクランプします。
詳しくは、クランプセンサ付属の取扱説明書をご参照ください。

電流方向マークを負荷側へ向ける。向きを反対にすると、
正しい測定はできません。

電源側

電線

負荷側LOAD

SOURCE

電流方向マーク

• インバータの二次側測定はできません。
• 正確な測定を行うために測定ラインの設定と、実際の結線は正しく
行ってください。

• 電圧コードは同一ブレーカの二次側に結線してください。本器では
U1-N間の電圧で本器の電源を取っていますので、Nを U1と違うブ
レーカに結線すると漏電ブレーカが動作する可能性があります。
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3.1 結線方法
結線図 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

単相 2線測定

単相 3線測定

結線図は本器の裏側にも表記しています。ご利用ください。

• クランプセンサは 1本のみ必要です。
• U2 の測定は不要となりますので、電圧コードは本器に接続しない
でください。

拡大図
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三相 3線測定

参考 :結線を外す手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. 積算中ではないことを確認します。
積算測定を終了する場合には  キーを１秒以上押して強制終了して

ください。

2. クランプセンサを測定導体から外します。

3. 本器の電源を OFF(O)にします。

4. 電圧コードを測定導体から外します。

電圧コードのクリップは、電源側のネジや配線用バーなどの金属部に
確実にクリップしてください。

• クランプする位置は、電圧コードを結線したポイントより負荷側に
行ってください。

• 本器は単相2線から三相3線まで1台で測定することができますが、
チャネルごとには独立していませんので、単相電力計 2台分という
使い方はできません。
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3.2 電流レンジ設定
電流レンジを設定します。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. キーを押し、測定画面にします。

*電流表示画面でなくても変更可能です。

2. を押し、電流入力に対して最適な電流レンジに切り替えます。
電流レンジを示す マークが移動します。

3.2 電流レンジ設定

2.

1.

（レンジ）

（入力電流）
0 A 1 A 10 A 100 A 1000 A

500 A

100 A

50 A

10 A

5 A
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• 電流レンジは設定画面では変更できません。
• 積算中あるいは待機中は電流レンジの切り替えはできません。積算
測定を終了してから行ってください。

• 電流レンジは o.r.表示（オーバレンジ表示）にならないように設定
してください。またレンジに対して小さすぎないように設定してく
ださい。各電流レンジの 0.4% 以下の入力に対しては表示を強制的
にゼロにしています。

• 電流レンジは、ピーク値（波高値）も考慮して選択してください。
実効値が低くてもピーク値が高い場合に本器の回路内部にて、波形
の頭がカットされてしまう場合があります。（「測定画面」で が
点灯していないか確認してください）

• 電圧は 200 Vレンジ固定ですので設定の必要はありません（有効測
定範囲は 90 V～ 240 Vです）
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3.3 測定ライン設定
測定ラインの設定を行います。
［1P2W］：単相２線、［1P3W］：単相３線、［3P3W］：三相３線のいずれかを測定するライ
ンに合わせて選択する必要があります。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

3.3 測定ライン設定

1. キーを押して設定画面にします。( 表示点灯 )

2. キーを押して、測定ライン（1P2W/1P3W/3P3W）の画面を表示します。

3. あるいは のいずれかのキーを1回押すと マークが点滅します。

4. キーで測定ラインを変更します。

5. キーを押して確定します。
キャンセルする場合は キーを押します。

設定を間違えると必要な測定データが得られません。

3. 5.3. 4. 

1. 6.
2.

1P2W

1P2W
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測定ラインに合った結線を行うために、相順とクランプセンサの向きが正しいかどうかを
簡易的にチェックします。
チェックは電圧の位相に対する電流の位相（クランプの向き）が、任意の基準内にあるか
どうかの判定を実行します。また、三相３線の場合のみ相順の判定を実行します。

3P3W ：相順チェック→ クランプセンサの向きチェック
1P2W, 1P3W ： クランプセンサの向きチェック

チェック手順

1. 積算中（緑の LED点灯中）ではないことを確認します。

2. キーを押して設定画面にします。

3. キーを押して測定ライン（1P2W/1P3W/3P3W) の画面を表示しま

す。

4. マークが点滅していないことを確認します。

5. キーを軽く押してチェックを実行します。

       
相順結果表示
三相 3線で相順が間違っている場合のみ [Phase Error]を表示します。

三相 3線で相順が正しい場合には、自動的にクランプセンサの向きチェックに進みます。
上記の表示が出た時は、本器の電源を OFF（O）にして電圧コードの結線をやり直してく
ださい。合わせてクランプセンサの結線、向きも確認し、再度電源を ON（Ｉ）にして手
順 1から繰り返してください。

3.4 クランプ結線の簡易チェック

3P3W
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3.4 クランプ結線の簡易チェック
クランプセンサの向きチェック結果表示

[Err]の場合には、再度結線図に従ってクランプセンサの結線をやり直して、再度 キー
を押してください。もし、電圧コードの結線が間違っていた場合には、本器の電源を OFF
（O）にして結線をやり直してから、再度電源を ON（Ｉ）にして手順 1 から繰り返してく
ださい。
　　

最終確認

1. キー以外のキーを押すと簡易チェックを終了します。

2. キーを押して測定画面を表示し、下記を確認します。

3. 測定画面を切り替えて有効電力と力率をを表示させます。
• 電力値が正の値であること（マイナスではないこと）
• 電力値が予想より小さくなっていないこと
• 力率が極端に悪くなっていないこと

電流レベルが極端に小さい場合や力率が 0付近の場合は、[－－－－ ]
表示（判定不可能）になります。測定画面で電流値を確認して、適切
なレンジにして手順 1から繰り返してください。

• 向きが合っている場合 Good
• 向きが反対の場合 Err
• 判定不可能の場合 －－－－

• この機能は同一チャネルの電圧に対するクランプセンサの向きを
判定するものです。電圧と電流のチャネルを互いに異なる測定ライ
ンに結線した場合、結果が [Good] となる可能性がありますので注
意してください。例を示します。

・R / S / Tの三相結線において、本来 Rと Tにクランプするべきと
ころ、Rと Sをクランプしてしまった場合
・RにＩ1のクランプ、TにＩ2のクランプするべきところ、Rに
Ｉ2のクランプ、TにＩ1のクランプをして、かつ、クランプセン
サの向きをそれぞれ逆（負荷側から電源側）にしてしまった場合

• 本来結線すべきでない測定ラインに結線した場合や電圧の相順を
間違えている場合は、正常に判定できません。

• 極端に力率の悪いラインや波形歪みの大きい場合は、正常に判定で
きません。
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• チャネル 1 の電圧 U1 と電流 I1 から求めたチャネル 1 の有効電力を
P1、同じくチャネル 2 の有効電力を P2 とします。各チャンネルの有
効電力は単相 3 線，三相 3 線では出力はされますが、表示はされませ
ん。クランプセンサの向きチェックは各チャネルの有効電力（P1, P2）
の極性で判定しています。極性が＋の場合は [Good]、－の場合は [Err]
と判定します。ただし、各チャネルの電力値が 5%f.s.未満ではレベル
が小さすぎるために [－－－－ ]表示（判定不可能）になります。三相
3 線では力率 1 の場合でも図の U1 と I1、U2 と I2 のように、電圧と
電流は 30°（R 相は遅れ ,T 相は進み）の位相差を持ちます。この 30°
の位相差を補正（R 相は進み ,T 相は遅れ）して判定しています。

• 本器の三相 3 線測定は三相を 2 つ電圧，電流で測定する 2 電力計法で
す。出力データの各チャネルの有効電力（P1, P2）は意味のないデー
タです。総合有効電力 P（P1＋ P2）のみ使用してください。

• 有効電力 P＝電圧 U×電流 I× cosφ（位相）で求められます。三相
3 線時は力率 1 でもチャネル 1 は電圧 U1 に対して電流 I1 は 30°の遅
れ位相です。遅れ力率 0.5（I160）～遅れ力率 0（I190）の間では U1
と I1 の位相差が 90° 以上になり、P1 が「－」になります。しかし、
クランプ向きチェックでは 30°位相補正（進み方向）をしているので
U1 と I1 の位相差が 90°以内になり P1 は「＋」になり、判定は [Good]
になります。電流値がレンジに対して小さすぎたり、力率 0 近辺では
有効電力が小さすぎるため [－－－－ ]表示（判定不可能）になります。

三相 3線時の結線チェックについて
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3.4 クランプ結線の簡易チェック
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測定前の設定 4
• 9448 コンセント入力コード（100 V 専用）を使用する場合は、コン
セント入力コードを本器の電圧入力端子の U1と Nに接続して、本器
の電源スイッチが OFF（O）であることを確認してからプラグをコ
ンセントに差し込んでください。

• 破損や電気事故を避けるため、電圧入力端子のチャネル 2（U2）に
は何も接続しないでください。

• 積算中あるいは待機中は、設定の変更ができません。積算測定が終
了しているときに設定してください。

• 設定手順は初めて設定を行う場合を想定し、記載してあります。設
定の順番については特に決まりはありません。

• コンピュータを利用しても設定変更が可能です。各項目の設定変更
と確認用コマンドが用意されていますので、「7章「本器専用パソコ
ンソフトを 使用する」(⇒p.97)」をご覧ください。

• 事務所などで、本器の設定やコンピュータへのデータ転送を行う場
合に、簡易的にコンセント (100 V) から電源を供給できる 9448 コ
ンセント入力コード (付属品）を使用すると便利です。
赤、黒コードは U1、Nのどちらに接続してもかまいません。
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4.1 日時、データインターバル時間設定
現在日時（実時間）、データインターバル時間、積算開始日時、積算終了日時を設定します。
積算測定をする場合には、時間指定による積算開始をしない場合でも現在日時とデータイ
ンターバル時間は設定してください。

4.1.1 現在日時設定

現在の日時 (年／月／日／時／分／秒 )を設定します。
オートカレンダ機能により、2079年 12月 31日，23時 59分まで有効です。
年は下 2桁で設定してください（例：2001年は 01年と設定します）。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

4.1 日時、データインターバル時間設定

1. キーを押して設定画面にします。（ 表示点灯）

2. キーを押して、［DATE］表示状態にします。

3. あるいは のいずれかのキーを1回押すと日にちの数字が点滅しま
す。

4. キーで、カーソルが横に移動しますので、変更する部分まで移動します。

1.
2.

3. 5.

6.

3. 4. 



4.1 日時、データインターバル時間設定
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4.1.2 データインターバル時間設定

選択できるデータインターバル時間（間隔）は 1秒 (1SEC)/1分 / 5分 / 10分 /15分 / 30分
/ 60分です。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

5. 次に キーで数字を変更します。

6. 4と 5を繰り返して現在日時設定した後、 キーを押して確定します。

キャンセルする場合は キーを押します。

• 存在しない日時の場合には確定できません。
• 工場出荷時は出荷時の日本時間を設定しています
• システムリセットを実行しても影響を受けません
• 時報に合わせる場合などは、カーソルを“秒”の位置に移動して

キーを押すと秒の単位を強制的“00”に設定します。

1. キーを押して設定画面にします。( 表示点灯 )

2. キーを押して、INT表示状態にします。

3. 、 のいずれかのキーを 1回押すと数値が点滅します。

3. 4.3.  

1. 5.
2.



44
4.1 日時、データインターバル時間設定
4.1.3 積算開始日時設定
積算測定を開始する日時を設定します。（強制開始の場合は設定が不要です）

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

4. キーで数値を変更します。

5. キーを押して確定します。

キャンセルする場合は キーを押します。

• データインターバル時間とPCカード保存時間の関係については 5.4.9
「出力データ（保存データ）」(⇒ p.74)を参照してください。

• データインターバル時間を 1秒に設定する場合は通信を行なわない
でください。また、過度なキー操作も行わないでください。

• 積算終了日時が「積算開始日時」＋「データインターバル時間」よ

りも早い日時の場合は キーを押すと、積算終了日時を「積算開

始日時」＋「データインターバル時間」に自動的に変更します。

例えば、積算開始時刻が 9:50、積算終了時刻設定が 10:00の場合、
データインターバル時間設定を15分に確定した瞬間に積算終了時
刻を 10:05に変更します。

1. キーを押して設定画面にします。（ 表示点灯）

2. キーを押して、［START］表示状態にします。

3. 5.3. 4. 

1. 6.
2.
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3. 、 のいずれかのキーを 1回押すと日にちの数字が点滅します。

4. キーで、カーソルが横に移動しますので、変更する部分まで移動します。

5. キーで数字を変更します。

6. 4と 5を繰り返して開始日時設定した後、 キーを押して確定します。

キャンセルする場合は キーを押します。

• 存在しない日時の場合には確定できません。
• 初期値は工場出荷時の設定になっています。
• システムリセットを実行すると現在日時になります。
• 積算終了日時が「積算開始日時」＋「データインターバル時間」よ
りも早い日時の場合は キーを押すと、積算終了日時を「積算開

始日時」＋「データインターバル時間」に自動的に変更します。

例えば、積算終了時刻設定が 10:00でデータインターバル時間設
定が 15分の場合、積算開始時刻を 9:50に確定した瞬間に積算終
了時刻を 10:05に変更します。



46
4.1 日時、データインターバル時間設定
4.1.4 積算終了日時設定
積算測定を終了する日時を設定します。（強制開始の場合は設定が不要です）

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. キーを押して設定画面にします（ 表示点灯）

2. キーを押して、［STOP］表示状態にします。

3. 、 のいずれかのキーを 1回押すと日にちの数字が点滅します。

4. キーで、カーソルが横に移動しますので、変更する部分まで移動します。

5. キーで数字を変更します。

6. 4と 5を繰り返して開始日時設定した後、 キーを押して確定します。

キャンセルする場合は キーを押します。

• 存在しない日時の場合には確定できません。
• 積算終了日時が「積算開始日時」＋「データインターバル時間」よ
りも早い日時の場合は、確定できません。データインターバル時間
を短くするか、終了日時を遅くしてください。

• 1年以上の設定は可能ですが、最長積算期間は 1年です。

3. 5.3. 4. 

1. 6.
2.
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測定データの保存先（データアクイジション）の設定を行います。
：PC カード、 ：パソコン（内部メモリ）、 ：RS-232C のいずれかを適切に

選択する必要があります。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

4.2 データ保存（出力）先設定

PCカード データインターバル時間ごとに、測定データが PCカードに
保存されていきます

パソコン
（内部メモリ）

データインターバル時間ごとに、測定データをコンピュータ
側に自動的に出力します。
内部メモリに測定データを保存します。

RS-232C
コンピュータ側でプログラムを実行し、測定データを取り込
む場合に設定します。プログラムの作成が必要です。コマン
ドは、RS-232C取扱説明書に記載してありますのでご覧く
ださい

では、内部メモリの保存容量が一杯になるまで測定データ
を保存します。（5.4.9「出力データ（保存データ）」(⇒ p.74)参照）
測定終了後、内部メモリ内にある測定データを PC カードへ移す
ことができます。（5.5.2「データ保存先がパソコン（内部メモリ）
の場合」(⇒ p.88)参照）
また、付属の「専用パソコンソフト」を利用すると、内部メモリ
をコンピュータへダウンロードすることができます。

1. キーを押して設定画面にします。（ 表示点灯）

2. キーを押して、 , , のいずれかを表示状態にします。

3. 3. 4. 

1. 5.
2.
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4.2 データ保存（出力）先設定
3. あるいは のいずれかのキーを 1回押すと点滅します。

4. キーでデータ保存（出力）先を変更します。

5. キーを押して確定します。

キャンセルする場合は キーを押します。

• に設定した場合は、必ず積算開始前に PCカードを挿入して
ください。PC カードが挿入されていない場合は、積算測定を開始
できません（PC カード未実装のエラーメッセージの [Err.11」を表
示します）。

• 以外に設定した場合、PCカードに測定データを保存しませ
ん。

• データ保存については 5.4.9「出力データ（保存データ）」(⇒ p.74)を
参照してください。
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PT 比と CT 比を設定します。PT あるいは CT を使用しない場合には設定の必要はありま
せん。測定画面で あるいは が点灯していないことを確認してください。
設定可能範囲は、共に 00001～ 10000 です。範囲外の場合は、 キーを受け付けません。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

4.3 PT比、CT比設定

• PT（計器用変圧器）とは Potential transformerの略です。 高電圧を測定する場合に、
適当な値に電圧を変換（降圧）して計器に供給するのに用います。
VT (Voltage transformer ）とも呼ばれています。
PT 比とはその変圧比のことで、PT の二次側の電圧値を一次側に換算するための比
率をいいます。

• CT（計器用変流器）とは Current transformer の略です。大電流を測定する場合に、
適当な値まで電流を小さくして計器に供給するのに用います。
CT 比とはその変流比のことです。CT の二次側の電流値を一次側に換算するための
比率をいいます。

1. キーを押して設定画面にします。（ 表示点灯）

2. キーを押して、 、 表示状態にします。

3. あるいは のキーを 1回押すと PTの数値が点滅します。

3. 5.3. 4. 

1. 6.
2.
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4.3 PT比、CT比設定
4. キーで、カーソルが横に移動しますので、変更する部分まで移動します。

5. キーで数字を変更します。

6. 4と 5を繰り返して PT比と CT比を設定した後、 キーを押して確定します。

キャンセルする場合は キーを押します。

• 設定が 1 以外の場合には、測定画面で該当する あるいは が
常時点灯します。

• 一次側 6600 Vで二次側 110 Vの PTを用いた場合には、PT比を 60
に設定します。

• 一次側 100 Aで二次側 5 Aの CTを用いた場合には、CT比を 20に
設定し、5 Aレンジで測定します。



4.4 ID番号設定
51

0

1

2

3

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

4

機器ごとの識別用に任意の数値を設定します。多点で測定する場合など、データ処理のた
めに測定箇所と対応付けておくと便利です。機器ごとの識別が不要な場合には、設定の必
要がありません。

設定可能範囲は、001～ 999です。
この ID番号値はPCカードに保存する保存データの先頭にある設定条件のデータの中に含
まれます。
手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

4.4 ID番号設定

1. キーを押して設定画面にします。（ 表示点灯）

2. キーを押して、ID表示状態にします。

3. あるいは のキーを 1回押すと数値が点滅します。

4. キーで、カーソルが横に移動しますので、変更する部分まで移動します。

5. キーで数字を変更します。

6. 4と 5を繰り返して ID番号を設定した後 キーを押して設定します。

キャンセルする場合は キーを押します。

3. 5.3. 4. 

1. 6.
2.
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4.5 設定ファイル読み出し
PCカードに設定条件ファイルがある場合には、設定画面にて読み出しをすることができま
す。

本器では PC カード内に保存されている設定ファイルを読み出し、本器にて設定変更を実
行することができます。
設定ファイルの作成や設定内容の変更は、付属の「専用パソコンソフト」を利用してコン
ピュータにて行ってください。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

4.5 設定ファイル読み出し

1. 設定ファイルの保存された PCカードを本器に挿入します。
参照 :2.3「PCカードを挿入する」(⇒ p.27)

2. キーを押して設定画面にします。（ 表示点灯）

3. キーを押して、 表示状態にします。

4. キーを 1 回押すと点滅表示になり、押すたびに設定ファイルの番号が入
れ替わりますので、希望するファイル番号を表示します。

2.
3.
5. 6.

4.



4.5 設定ファイル読み出し
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5. キーを押すと読み出すファイルが点灯表示され、上段に [Load]が点滅します。

6. キーを押すと読み出しが実行され、読み出したファイル名と [Load]が点灯し

ます。処理が終了すると [Load]が消灯します。

キャンセルする場合は、 キーを押します。
指定したファイルが存在しない場合はファイル番号が点滅のままで [Load]を表示
しませんので、実際に PCカードに存在するファイルを指定してください。

読み出しを実行すると現在の設定内容および積算データが失われます
ので注意してください。

• 読み出しできるのは PCカード内に存在する、設定ファイルで 
SET00.set～ SET09.setのファイル名のみです。

• この機能では、現在日時（実時間）の設定は変更しません。
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4.6 測定ファイルクリア
PC カード内にある複数の測定ファイル（拡張子：.CSV）を全削除（クリア）することが
できます。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

4.6 測定ファイルクリア

1. キーを押して設定画面にします。（ 表示点灯）

2. キーを押して、 表示状態にします。

3. キーを押すと［Clear］が点滅します。

4. 再度 キーを押すと［Clear］が点灯し、すべての測定ファイルの削除を実行開
始します。処理が終了すると［Clear］が消灯します。

この後測定画面では、PCカードが取り出されるかあるいは最初の測定データが書
き込まれるまで が点灯しています。

キャンセルする場合には、 キーを押します。

• 拡張子が .CSVの同じファイルは、本器以外で生成されたファイル
でも同類とみなしすべて削除します。不都合な場合はコンピュータ
上でこのファイルを他の保存メディアに移動しておいてください。

• CARD:PICKout? コマンド（RS-232C）用に自動作成する、”測定
ファイル名 .cpo”ファイルも同時に削除します。

• 設定ファイルは削除しません。また、現在設定されている測定ファ
イル名も影響を受けません。

1. 3. 4.
2.
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すべてのファイル（設定ファイルおよび測定ファイル）を削除することができます。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

4.7 PCカードのフォーマット

1. キーを押して設定画面にします。（ 表示点灯）

2. キーを押して、 表示状態にします。

3. キーを押すと［Clear］が点滅します。

4. キーを押すと [Init.]が点滅します。

5. 再度 キーを押すと［Init.］が点灯し、フォーマットを開始し、すべてのファイ

ルを削除します。処理が終了すると［Init.］が消灯します。
フォーマットをキャンセルする場合には、 キーを押します。

1.
2.
3. 5.

4.
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4.7 PCカードのフォーマット
• PC カード内のあらゆるファイルを削除しますので、不都合な場合
はコンピュータ上でそれらのファイルを他の保存メディアに移動
しておいてください。

• 一度フォーマットを実行して削除されたファイルは復元できませ
んので注意してください。

• コンピュータで FAT32 でフォーマットしてしまった PCカードは、
本器ではフォーマットできません。コンピュータにて FAT（FAT16）
でフォーマットしてください。



4.8 システムリセット
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システムリセットを実行すると、各設定項目が強制的に以下のような初期値に戻ります。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

4.8 システムリセット

設定項目 設定内容

電流レンジ 100 A レンジ

ID 番号 影響を受けません

PC カードからの設定条件の読み出し SET00 

PC カードの測定ファイルクリア 影響を受けません

実時間（現在日時） 影響を受けません

データインターバル時間 30 分

積算開始日時 現在日時と同じになる
積算終了日時 現在日時＋データインターバル時間

データ保存（出力）先 （PC カード）

測定ライン 三相 3 線

PT 比 1 

CT 比 1 

測定ファイル名 設定なし

1. キーを押して設定画面にします。（ 表示点灯）

2. キーと キーを同時に押すと［Reset］が点滅します。

3. キーを押すと全点灯表示し、システムリセットを実行します。処理が終了す

ると測定画面になります。

キャンセルする場合には キーを押します。
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本器では、通常測定と積算測定の 2通りの測定方法があります。

現在の測定データを演算して、瞬時値を求めます。瞬時値データは保存
しません。

現在の測定データを演算して瞬時値と積算値（電力量）を求めます。測
定データの保存先は、設定画面のデータ保存先の設定により決まりま
す。
参照：5.4.9「出力データ（保存データ）」(⇒ p.74)

測定前には必ず「ご使用にあたっての注意」(⇒ p.6)、2「測定前の準備」(⇒ p.23)、3「測
定ラインへ結線する」(⇒ p.29)をお読みください。

測定 5
通常測定

積算測定

5.1 測定前の点検

3168本体を確認してください。
確認箇所 確認内容 対処方法

測定ライン設定
測定するラインが設定画面で
設定したラインと一致してい
ますか？

設定が間違っていると正確な測定ができませ
ん。設定変更してください。
参照：3.3「測定ライン設定」(⇒ p.36)

日時、データイン
ターバル設定

積算測定する場合、現在日時
とデータインターバル時間が
設定されていますか？

設定してください。時刻指定による積算測定
をする場合には、積算開始日時および終了日
時も設定してください。

PCカード
設定画面で を選択し
ている場合、PCカードは挿
入されていますか？

PCカードを挿入してください。
参照：2.3「PC カードを挿入する」(⇒ p.27)

すべての項目で異常が見られなかったら、測定を開始してください。
（異常が見られる場合は、測定しないでください）
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5.2 測定値（瞬時値）を表示する（通常測定）
測定値（瞬時値）の表示方法は以下のとおりです。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

5.2 測定値（瞬時値）を表示する（通常測定）

1. キーを押して測定画面にします。（ 表示消灯）

2. キーを押して表示したい画面にします。

• キーを押すと電流レンジが変更しますので注意してください。
• 経過時間と有効電力量は、前回までの積算データを保持していま
す。

• 測定値の表示は表示更新レート（1 回／秒）に従い、1 サンプルの
演算値を瞬時値データとして表示します。

• 突入電力などの過渡的な入力波形は、正確に検出できない場合があ
ります。

• RS-232Cによる通信中は表示更新レートが長くなることがあります

1.

2.

各チャネルの電圧の瞬時値 各チャネルの電流の瞬時値

測定開始からの経過時間と有効電力量有効電力、力率の瞬時値
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積算測定には開始 / 終了日時を設定する方法（時刻指定）と、手動で開始 / 終了する方法
（強制開始 /終了）があります。
参照：「積算開始 / 終了のタイミングについて」(⇒ p.64)

積算測定の キーは測定画面の画面でしか効きません。

5.3.1 時刻指定で開始する

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

測定画面で設定した積算開始日時以前に キーを押し、積算測定の待機状態にします。
[Time Start]が表示され、LED（緑）が点滅します。いずれかのキーを押すと [Time Start]
の表示は消えます。（積算待機はキャンセルしません。）

積算待機をキャンセルする場合は、測定画面で キーを軽く押します。（緑の LED消灯）

設定した開始日時になると LED（緑）が点灯し、積算測定を開始します。

5.3 積算値を測定する（積算測定）

キーを押した時点で前回までの積算データはリセットされま
す。
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5.3 積算値を測定する（積算測定）
5.3.2 強制開始する
設定されている積算開始日時に関係なく即時に積算測定を開始する方法です。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
測定画面で キーを１秒以上押すと LED（緑）が点灯し、積算測定を開始します。

5.3.3 測定を終了する
積算動作を終了させる方法は、開始した方法により異なります。

測定画面で キーを 1秒以上押すと強制終了することができます。

(1)「時刻指定」で開始した場合
設定した終了日時になると積算測定を終了します。
[Integ End]の表示画面になり、LED（緑）が消灯します。

前回までの積算データをリセットしますので加算積算はできません。

LED（緑色）が点灯

いずれかのキーを押すと [Integ End]の表示は消えます。

測定画面で キーを 1秒以上押すと強制終了することができま

す。
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（2）強制開始した場合

測定画面で キーを１秒以上押すと LED（緑）が消灯し、積算測定

を終了します。

• 積算測定が終了するとすぐに最終データを、PC カードに保存あるい
はコンピュータに出力します。

• 積算測定を終了した場合、経過時間（時 , 分）、および有効電力量の表
示は、電流レンジ変更、あるいは積算待機や積算開始まで保持してい
ます。

• 強制開始した場合は キーを押さなくても、測定開始から 1年を

経過すると自動的に終了します。（最長積算期間 1年）
• PCカードに保存中に保存容量を超えた場合は、 表示が点灯し
ます。その場合、積算測定は続行しますが、PCカードへの保存動作
は終了します。この場合、新しい PC カードに差し替えるとその時
点から同じファイル名で保存動作が再開します。

• キーによる終了ではなく、電源スイッチを OFF（O)にしたり、

電圧コードを測定ラインから外してしまうと、再度電源が入った時に
停電があったと判断し、[P.d. Occur]を表示します。
この表示が出た場合には 5.6.4「停電復帰時の動作」(⇒ p.91)を参照し
てください。

• データ保存先の設定が になっている場合は、待機中、積算中
ともに PCカードの抜き差しは行なわないでください。
特に、 表示が点滅している場合は、PC カードのファイルその
ものが破壊される可能性があります。

• 有効電力量の測定値が、99999.9GWhになると積算測定は強制的に終
了します。
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5.3 積算値を測定する（積算測定）
積算開始 /終了のタイミングについて ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

9:20 9:30 9:40 9:50 10:00 10:109:10

9:00

待機 積算期間

10:00

① 9:00前に押した場合

② 9:00を過ぎて押した場合

9:10

待機

時刻指定開始

遅延開始

強制開始

9:008:50

9:05

積算期間

8:55

9:20 9:30 9:40 9:509:10

積算期間

9:20 9:30 9:40 9:50
10:00

9:25 9:35 9:45 9:559:15

9:00 10:00
10:03

9:01

積算開始
積算終了

積算開始 積算終了

積算開始

積算終了

③ 設定時刻に関係なく押した場合

積算開始設定時刻                 :   9:00
積算終了設定時刻                 : 10:00
データインターバル時間設定: 10分

キー

キー

キー

キー

1秒以上押し

1秒以上押し
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1.時刻指定開始
① 9:00より前に キーを押した場合、LED（緑）が点滅し、「Time

Start」を表示します。
9:00になると LED（緑）が点灯して積算を開始します。
終了時間の 10:00に積算測定を終了します。

② 9:00を過ぎて キーを押した場合、LED（緑）が点滅し、「Delay

Start」を表示します。

9:10よりも前に押した場合には、9:10になると LED（緑）が点灯し
て積算を開始します。
終了時刻の 10:00に積算測定を終了します。

待機中は LED（緑色）が点滅
積算中は LED（緑色）が点灯

遅延開始

遅延開始の開始時刻はデータインターバル時間の設定との関係で切
りの良い時刻になります。
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5.3 積算値を測定する（積算測定）
* 設定した終了日時を過ぎて開始した場合には、強制終了しないと積算
は終了しません。

2.強制開始 /終了

③開始時間の設定に関係なく、 キーを１秒以上押した場合（強制

開始）、LED(緑）が点灯して即時に積算測定を開始します。

　積算測定を終了する場合は キーを１秒以上押して強制終了し

ます。（設定した終了時刻の 10:00には積算測定は終了しません）

データインターバル時間 積算開始時刻
1秒

9:01,   9:02,   9:03,  ・・・・・
1分
5分 9:05,   9:10,   9:15,  ・・・・・

10分 9:10,   9:20,   9:30,  ・・・・・
15分 9:15,   9:30,  9:45,   ・・・・・
30分 9:30,   10:00,   10:30,  ・・・・・*

60分 10:00,   11:00,   12:00,  ・・・・・*

• 積算開始 / 終了日時を設定する場合は、4.1.3「積算開始日時設定」
(⇒ p.44)を参照し、日時を設定しておいてください。

• 測定方法は、5.2「測定値（瞬時値）を表示する（通常測定）」(⇒
p.60)を参照してください。

• 時刻指定開始した場合で、設定した終了日時よりも前に積算測定を終

了したいときには キーを 1 秒以上押して強制終了してくださ
い。

• 強制開始した場合は、強制終了で終了します。（積算終了時刻になっ
ても積算測定は終了しません）。
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5.4.1 表示データ

測定値の表示は表示更新レート（1回 /秒）に従い、1サンプルの演算値を瞬時値データと
して表示します。
積算測定画面の積算値（有効電力量値）も同様にして、1 秒ごとの有効電力値を積算して
表示します。

インターバル (データを出力する時間の単位）
出力データ
• 電圧（U)、電流（I)、有効電力（P)、力率（PF) はデータインターバ
ル時間内の平均値

• 有効電力量（WP＋とWP－）はデータインターバル時間内の有効電
力（消費と回生）の積算値

5.4 測定値について

測定値表示 測定値表示
通常測定（瞬時値） 表示更新

0秒 1秒

連続 10波サンプリング 演算、表示処理など

1測定単位（＝ 1秒）

50 Hzの場合：10波（0.2秒＝ 1/50 Hz× 10波）
60 Hzの場合：10波（0.167秒＝ 1/60 Hz× 10波）

128ポイント /波をディジタルサンプリング：A/D 16ビット

測定値表示 表示更新
積算測定開始 インターバル

0秒 30分1秒 2秒 3秒

測定期間

表示更新 表示更新 表示更新

データインターバル時間（＝ 30分設定の場合）

• 突入電力などの過渡的な入力波形や、電流の変動が激しいラインでは、正
確に検出できない場合があります。

• PC カードへアクセス中や RS-232C インターフェスによる通信中
は、表示更新レートが長くなる場合があります。
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5.4 測定値について
5.4.2 インターバルデータ

下記の測定値を、設定したデータインターバル時間ごとに、PCカードに保存したり、RS-
232Cインタフェースでコンピュータへ自動的に出力します。

電圧、電流、有効電力、総合有効電力、力率の平均値と有効電力量（消
費分、回生分）

「有効電力量以外のデータはインタ－バル期間内にサンプリングした瞬
時値の平均値をその期間の代表値としています。」

5.4.3 電圧値
表示範囲は 85 V～ 250 Vです。

• 250 V 超えの場合、出力データは演算結果の値とします。ステータス
はオーバーフラグを立てます。

• 確度保証範囲は 90 V～ 240 Vです。

5.4.4 電流値
表示範囲はレンジの 0.4%～ 130%です。

レンジに対し 130％超えの場合
• オーバを表す［o.r.］を表示します
• 出力データは 130％の値とします
• ステータスはオーバのフラグを立てます

レンジに対し 0.4％未満の場合
• ゼロサプレスによる 0 A表示をします
• 出力データは表示値とします
• ステータス情報はありません

• 確度保証範囲はレンジの 5%～ 110%です。
• 電流の変動が激しいラインでの測定では誤差が生じる場合がありま
す。

• ステータスについては「ステータス（オーバレンジなどを示すデー
タ）」(⇒ p.83)を参照してください。
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5.4.5 有効電力値
9.3「測定項目と演算式」(⇒ p.117)の演算式により算出しています。

有効電力の消費・回生
本器では、有効電力の極性に消費電力時は（＋）を、回生電力時は（－）
を用いています。
電圧に対する電流の位相差で考えると、消費電力時は－ 90° ～ 0° ～＋
90°の範囲です。
回生電力時は－ 180°～－ 90°と＋ 90°～＋ 180°の範囲です。
有効電力量の（＋）[データ :WP+(Wh)]は、上記電力のうち消費電力時
のデータのみを加算します。
有効電力量の（－）[ データ :WP-(Wh)] は回生電力時のデータのみを加
算します。

 

0°

90°

-90°

±180° 回生

（－）

有効電力

電圧に対する
電流の位相差

有効電力の消費・回生

消費
（＋）

• 通常、電源から負荷に向かって電力は供給（消費）されますが、動
力にモータを使用した機器（エレベータなど）は軽負荷時などに逆
に電源側へ電力を戻す（回生）ことがあります。

• デマンド値は、出力データの P_AVEで表します。
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表示範囲はレンジの 0.4%～ 130%です。

レンジに対し 130％超えの場合
• オーバを表す［o.r.］を表示します
• 出力データは 130％の値とします
• ステータスはオーバのフラグを立てます

レンジに対し 0.4％未満の場合
• ゼロサプレスによる 0 kw表示をします
• 出力データは表示値とします
• ステータス情報はありません

単相 3線、三相 3線の場合、有効電力のゼロサプレスは各 CH（P1, P2）
毎に行い、総合有効電力 P（＝ P1＋ P2）を求めています。
出力データにある演算用データの P1, P2は、表示部には表示しません。

下記に例を示します。
（例） 以下のように三相 3線、500 Aレンジの場合で考えます。

(1)表示
各 CHの有効電力（P1,P2）が
P1＝ 600 W（＞ゼロサプレス 400 W）
P2＝ 300 W（＜ゼロサプレス 400 W）
の場合、有効電力の総合（P）は
P＝P1＋P2＝ 600 W＋ 0 W（P2はゼロサプレスにより 0 W）＝ 600 W
となり、この値を表示します。

• 確度保証範囲はレンジの 5%～ 110%です。
• 電流の変動が激しいラインでの測定では誤差が生じる場合がありま
す。

• ステータスについては「ステータス（オーバレンジなどを示すデー
タ）」(⇒ p.83)を参照してください。

三相 3線 (3P3W) 時のレンジとゼロサプレス

項目 レンジ ゼロサプレス

電圧 U1, U2 200 V --

電流 I1, I2 500 A 2 A
(=500A× 0.4%)

有効電力 各 CH
（表示なし）

P1, P2 100,000 W
(=200 V× 500 A)

400 W
(=100,000W× 0.4%)

有効電力 総合 P(=P1+P2)
200,000 W
(=200 V× 500 A× 2CH) --
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(2)出力データ
1分インターバルの場合で考えます。
1回 /秒の測定ですので、1分間で 60回の測定をします。
60回の測定で有効電力の総合 P(=P1＋ P2)が
20回 600 W
40回 0 W（400 W未満でゼロサプレスにより強制的に 0）
であった場合、有効電力の出力データ P_AVE（データインターバル時
間内の平均値）は
P_AVE＝（600 W× 20回＋ 0 W× 40回）/60回＝ 200 W
（＜ゼロサプレス 400 W）
となります。
ゼロサプレス前後でデータが変動する場合、出力データはデータイン
ターバル時間内の平均値ですのでゼロサプレス未満になる場合があり
ます。
　　

注 1）レンジ構成表は各測定レンジのフルスケール表示値を示す。
注 2）電力レンジの 0.4% 以下の入力に対しては表示値をゼロサプレス

します。
測定値の表示はレンジの 130%まで可能です。
最大表示　有効電力　± 9999.9 GWまで。

注 3）  9298センサは 5 A～ 100 Aレンジまで、9291センサは 10 A～
500 Aレンジまでがそれぞれ確度保証範囲。

• 電力値がマイナスになっている場合には再度結線が正しいか確認
してください。

• 電力値がレンジに対して小さい場合、電流レンジが適切か確認して
ください。

電圧 測定ライン

電流

9298クランプオンセンサ

9291クランプオンセンサ

5.000 A 10.000 A 50.000 A 100.00 A 500.00 A

200.00 V

単相 2線 1.000 kW 2.000 kW 10.000 kW 20.000 kW 100.00 kW

単相 3線 2.000 kW 4.000 kW 20.000 kW 40.000 kW 200.00 kW

三相 3線 2.000 kW 4.000 kW 20.000 kW 40.000 kW 200.00 kW
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5.4.6 力率
9.3「測定項目と演算式」(⇒ p.117)にある演算式により算出しています。
力率に付加される極性は進み、遅れを示しています
　　符号なし：遅れ (LAG)
　　　－　　：進み（LEAD)
電圧に対する電流の位相差で見ると、遅れ（符号なし）は 0°～－ 90°～
－ 180°の範囲です。

0°

90°

-90°

±180°
遅れ

(符号なし)

進み
（－)

電圧に対する
 電流の位相差

力率の遅れ・進み

電圧

時間

電流が電圧よりもθ[°]遅れている場合

電流

θ

電圧

電流

時間

θ

電流が電圧よりもθ[°]進んでいる場合

• 三相 3線の場合、力率は平衡負荷と仮定して求めています。不平衡
負荷の場合は誤差を生じます。

• 力率は高調波成分（歪波形）を含めて測定する実効値力率です。高
調波電流が大きくなるほど力率は悪くなります。電気料金取引用の
力率は高調波成分を含まない基本波電圧と基本波電流から求める
電力比力率ですので値が異なります。

• 測定誤差や不平衡などの影響により力率の演算結果が 1を超えてし
まう場合には、力率が 1となるように処理をしています。
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5.4.7 有効電力量（積算値）
(1) 有効電力の瞬時値をすべて積算します。
インタ－バル期間ごとの積算値（デマンドデータ）は今回の積
算値から前回の積算値を減算すれば求められます。変動が激し
いラインでの測定では誤差を生じます。

(2) 表示値は消費電力のみ積算した電力量ですが、出力データは消
費電力と回生電力のそれぞれを積算したデータがあります。

 
有効電力量の表示範囲は以下のとおりです。
• 0.00000 kWh～ 999.999 kWh
• 1.00000 MWh～ 999.999 MWh
• 1.00000 GWh～ 99999.9 GWh

5.4.8 二次的に求められるパラメータ

二次的に求められる
パラメータ

データ（平均値）

皮相電力：S

無効電力：Q

力率 PFデータ si P
S
--- si P

S
--- si P

S
---

U1 I1× U1 I1 U2 I2×+× 3
2

------- U1 I1 U2 I2×+×( )

S 2 P 2–( ) S 2 P 2–( ) S 2 P 2–( )

U1, I1
P

U1, U2 

P
I1, I2

U1, U2 

P
I1, I2

単相 2線 単相 3線 三相 3線実測値
（一次パラメータ）
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5.4.9 出力データ（保存データ）
• 測定データは、積算測定時の「積算開始時」、「データインターバル時
間ごと」、「積算終了時」に保存します。

• 設定条件は積算開始時に保存します。

• 出力データの保存先は、データ保存（出力）先の設定で決まります。

• 各データインターバル時間ごとに内部メモリに保存できる時間と、PC
カード（128MB）の容量で格納できるおおよその時間を表に示します。

• si は進み・遅れの極性で無効電力計法より、検出しています。符号
なしは遅れ（LAG）、－符号は進み（LEAD ）を示します。

• 三相 3 線の場合、力率は平衡負荷と仮定して求めています。不平衡
負荷の場合は、誤差を生じます。

• 3168 の力率は高調波成分（歪波形）を含めて測定する実効値力率
です。高調波電流が大きくなるほど力率は悪くなります。電気料金
取引用の力率は高調波成分を含まない基本波電圧と基本波電流か
ら求める電力比力率ですので、値が異なります。

•  測定誤差や不平衡等の影響により S ＜ |P| となる場合は、S ＝ |P|
とし PF＝ 1 となるよう処理をします。

• データインターバル時間内に有効電力が消費（＋）と回生（－）が
混在している場合、データインターバル時間内の力率は正確に測定
できません。

データインターバル時間 内部メモリ
PCカード（128MB）あたり

の格納可能日数

1秒 23分 約 9.7日

1分 23時間 約 580日 *

5分 4.8日

10分 9.7日

15分 14.6日

30分 30日

60分 58.5日

*最長積算期間は 1年間です。

・保存先が の時 :PCカードへ保存

・保存先が の時 :本器内部メモリへ保存HIOKI

PC カードの格納可能日数は参考値です。（コメントの長さや、エラー
ステータスなどの文字列長が変わると、サイズが変わってしまうため）
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• 保存形式は以下となります。

• コンピュータから通信設定したファイル名が、PCカード内にあるファイル名
と同一だった場合、新たな測定データは先に保存されていたデータの後ろに
付きます。

• 測定ファイルはオプションの 9625 電力計支援ソフトで確認ができます。ま
た、測定ファイルを開き、市販の表計算ソフトでデータを解析することがで
きます。

測定ファイルを開く（Excelの場合）

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. PCカードをコンピュータへセットします。

2. デスクトップの［マイコンピュータ］をダブルクリックします。

3. ［リムーバブルディスク］をダブルクリックします。

内部メモリ PCカード

保存形式 テキストデータ（CSVファイル）

保存可能
回数

1回の積算
測定

10回の積算測定（10ファイル）
（ただし PCカードの容量による）

ファイル名 MEMORY

自動設定（コンピュータからの
通信で設定していない場合）

「MEAS00」
~「MEAS09」

コンピュータからの通信で
設定した場合

コンピュータで
設定した名前

拡張子 CSV

ダブルクリック

ダブルクリック
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4. ［MEAS00.CSV］などの測定ファイルををダブルクリックします。

5. 測定ファイルが開きます。（測定データは指数で保存されています。）

以上で終了です。

ダブルクリック

小数点第 2位
まで表示
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測定ファイルを開いた場合、MEAS00.CSVなど拡張子が .CSVのまま保存せずに（上書き
保存も含む）、Excel形式（.xls）で保存してください。

保存方法

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. [ファイル]をクリックした後、[名前を付けて保存(A)]をクリックします。

2. 保存先を指定します。
保存先はデスクトップなどの任意の場所で構いません。

3. 「ファイルの種類（T):」の▼をクリックした後、[Microsoft Excel ブッ
ク (*.xls)]をクリックします。

クリック

選択
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4. ファイル名が「MEAS00.xls」に変わりました。ファイル名を変更しな
い場合には [保存 (S)]をクリックします。

ファイル名を変更する場合には、[MEAS00.xls」を消して新しいファイ
ル名を入力します（.xlsを付けなくてもかまいません）。

以上で終了です。

MEAS00.xls

CSV形式 (.CSV)のまま保存（上書き保存含む）すると、本来小数点
以下まであるデータが小数点以下を持たないデータになってしまい、
復元できなくなります。

整数のみ表示
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PCカードに保存する場合の出力データ例を以下に示します。

出力データ例（PCカード保存時）

"TESTER ID",123
"COMENT","半角 40文字（全角 20文字）以内のコメント文 "
"WIRE",1P3W
"FREQ.",50
"PT",1
"CT",1
"INTERVAL",5
"RNG.",5A

yyyy/mm/dd,hh:mm:ss, START
"DATE","TIME","Etime","U1_AVE(V)",・・・,"St","PF_AVE"
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,0.00E+02,～ [計 9データ ],0,0.00E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss, STOP

Revival data
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,hhhhh:ss,1.23E+02,～ [計 9データ ],0,1.23E+02

Power down
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,"POWER OFF"
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,"POWER ON"
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,"POWER OFF"
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,"POWER ON"
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,"POWER OFF"
yyyy/mm/dd,hh:mm:ss,"POWER ON"

1.設定条件

3.測定データ

4.フッタ

5.バックアップ

6.停電情報

2.ヘッダ
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出力データの内容については以下のとおりです。
出力データ内容

出力データ名 ヘッダ 書式（CSV時） 内容

1.設定条件 :設定条件です。ファイルの先頭に 1度だけ書き込まれます。

ID番号 TESTER　ID 本体に設定される識別番号

コメント情報 COMENT コメント 通信で設定します。（全角 20
文字以内）

測定ライン WIRE 1P2W/1P3W / 3P3W 選択されている測定ラインで
す。

測定ライン周波数 FREQ. 50 / 60 測定ライン周波数です。

PT比 PT 1～ 10000 設定されている PT比です。

CT比 CT 1～ 10000 設定されている CT比です。

データインターバル時間 INTERVAL 1SEC/1 / 5/ 10/15 / 30 / 
60

選択されているデータイン
ターバル時間です。

電流レンジ RNG 5 A / 10 A / 50 A / 100 A 
/ 500 A

選択されている電流レンジで
す。

2.ヘッダ :積算開始日時と測定データのヘッダです。ファイルの先頭に 1度だけ書き込ま
れます。

積算開始日時  START yyyy/mm/dd,hh:mm:ss, 
START 実際の積算開始日時です。

測定データのヘッダ 測定データの並びをあらわし
ます。（下記ヘッダ欄参照）

3.測定データ :データインターバル時間ごとの測定データです

年月日 DATE yyyy/mm/dd 該当データを取得した年月日
です。

時間 TIME hh:mm:ss 該当データを取得した時刻で
す。

積算経過時間 Etime hhhhh:mm 積算測定の経過時間です。

平均値 :データインターバル時間内の各測定値の平均値です。

CH1_電圧実効値 U1_AVE（V）

指数データ

各チャネルの電圧平均値で
す。CH2_電圧実効値 U2_AVE（V）

CH1_電流実効値 I1_AVE（A） 各チャネルの電流平均値で
す。CH2_電流実効値 I2_AVE（A）

CH1_有効電力 P1_AVE（W） 各チャネルの有効電力平均値
です。CH2_有効電力 P2_AVE（W）

総合有効電力 P_AVE（W） チャネル 1+2の有効電力平
均値です。

電力量（積算）:積算測定時の電力量の積算値です。

有効電力量
（消費分） WP+（Wh）

指数データ
有効電力量の消費分です。

有効電力量
（回生分） WP-（Wh） 有効電力量の回生分です。
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ステータス St 数値データ

該当するデータインターバル
期間で発生した異常などのイ
ベントをあらわします。
参照 :「ステータス（オーバレン

ジなどを示すデータ）」(⇒ 
p.83)

総合力率 PF_AVE 指数データ 力率平均値です。

4.フッタ :積算終了時に測定データの末尾に 1度だけ書き込まれます。

積算終了情報 :積算終了日時と理由です。

終了日時
yyyy/mm/
dd,hh:mm:ss, 実際の積算終了日時です。

終了理由

正常終了  STOP 積算測定が正常に終了したこ
とをあわらします。

5.バックアップ :内部メモリに保存されたバックアップデータです。

バックアップデータ Revival data
以降のデータがバックアップデータであることを示し
ます。この文字列の後に測定データが書き込まれま
す。

6.停電情報 :停電の発生 /復帰の情報です。該当する状態が発生した場合のみファイルの
最後に書き込まれます。

停電情報データ Power down 以降のデータが停電情報であることを示します。この
文字列の後に停電情報が書き込まれます。

停電発生 :停電の発生 /復帰とそれぞれの発生日時です。
（OFF⇒ ON）を書き込みます。

停電日時
yyyy/mm/dd, 
hh:mm:ss, 該当状態となった日時です。

停電発生 "POWER OFF" 停電の発生をあらわします。前述の日時の後に書き込
まれます。

停電復帰 "POWER ON" 停電の復帰をあらわします。前述の日時の後に書き込
まれます。

出力データ名 ヘッダ 書式（CSV時） 内容

P1, P2は単相 3線（1P3W）では各ラインの電力値ですが、三相 3線
（3P3W）では、演算用のデータです。3P3Wでは P_AVEが電力値です。
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測定値は指数データです。指数データを標準データに変更するには下記
の方法で行います。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

測定値

1.

2.

テキストデータ上で、標準データに
変更したい列記号（D、E、F、・ ・ ・）
を選択して右クリックします。

（例 :Microsoft Excel2000の場合）

［セルの書式設定］を選択します。

3.

4.

5.

［セルの書式設定］ダイアログで、
［表示形式］タブをクリックしま
す。

［分類］で［標準］を選択して［OK］
をクリックします。

必要に応じて、［分類］の［数値］
を選択し、小数点以下の桁数を変更
します。
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以下の 16bitデータを 10進数で表した数値で、データインターバル期間
中にオーバレンジや過大入力（クレストファクタオーバ）、停電があっ
たかどうかを示すデータです。

項目の説明
freq :演算中測定しているラインの周波数を途中で変更した場合
pd :停電期間のデータを含む場合
ov** :過大入力電圧または電流の入力波形が回路のダイナミックレンジを超えた場合
or** :オーバレンジ電圧または電流の入力が測定範囲を超えた場合

（**は該当する測定項目とチャネルを示す。Ｕ:電圧 ,Ｉ:電流 ,Ｐ:電力 ,数値 :チャネ
ル）

ステータスデータの利用方法
ステータスデータは 10進数で表していますので、まず 16 bitの 2 進数
に変換します。
変換する方法としては関数電卓やコンピュータの Windows に標準装備
されている関数電卓などが利用できます。

＜Windowsの関数電卓を利用する＞
手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. ［スタート］－［すべてのプログラム］－［アクセサリ］－［電卓］
の順にクリックします。

2. 電卓が画面に出たところで、メニューの［表示］で［関数電卓］を選
択します。

ステータス（オーバレンジなどを示すデータ）

ビット Bit15 Bit14 Bit13 Bit12 Bit11 Bit10 Bit9 Bit8

項目 freq pd 0 0 ovP ovP2 ovP1 ovI2

ビット Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0

項目 ovI1 ovU2 ovU1 orP orI2 orI1 orU2 orU1



84
5.4 測定値について
3. 10進数にチェックをして 10進数の数字を入力します。

4. 入力後に 2進数にチェックをすると 2進数になります。

例 1:ステータスデータが「16384」の場合
1. 関数電卓で 10進数をチェックし、「16384」を入力します。
2. 2 進数にチェックすると、15 桁の数字「100000000000000」を表示
します。

3. ステータスデータは 16 bit データですので先頭に 0 をつけて考えま
す。（「0100000000000000」先頭から Bit15→ Bit0です）

Bit14（pd）に 1 が立っていますのでインターバルデータには、停電し
た時のデータが含まれていることを示します。

例 2:ステータスデータが「12」の場合
1. 関数電卓で 10進数をチェックし、「12」を入力します。
2. 2進数にチェックすると、4桁の数字「1100」を表示します。
3. ステータスデータは 16bit データですので先頭から 12 個 0 をつけて
考えます。（「0000000000001100」先頭から Bit15→ Bit0）

4. Bit3（orI2）と Bit2（orI1）に 1が立っていますのでインターバルデー
タには、電流 CH1, CH2 ともにオーバレンジしたデータ（レンジの
130%の値）を含んでいることを示します。

無効なデータの場合、下記のようにデータを保存します。

特殊なデータ

U1, U2, I1, I2, P WP

オーバレンジ ±99999E+9 なし
スケーリングエラー +88888E+9 +888888E+9

無効なデータ +00000E+9 +000000E+9
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積算測定で下記の状態が発生した場合、内部メモリに測定データ（以降バックアップデー
タと呼びます）を保存しています。

• データ保存先が の設定になっている場合で積算中に PCカードを抜いた時あるい
は PCカードの容量がオーバした時

•データ保存先が の設定になっている場合
•各インターバル時間ごとに内部メモリに保存できる時間を表に示します。

内部メモリに保存されているバックアップデータを PCカードに保存することができます

5.5 バックアップデータ（内部メモリに保存さ
れているデータ）について

データインターバル時間 保存時間

1秒 23分
1分 23時間
5分 約 4.8日

10分 約 9.7日
15分 約 14.6日
30分 約 30日
60分 約 58.5日

保存実行中に電源を OFF にしたり、PC カードを抜いたりしないでく
ださい。PCカード内のファイルを破壊する可能性があります。

下記の操作でバックアップデータは消去してしまっています。
復元できませんので注意してください

•システムクリア（オールクリア）
•積算開始の操作（待機も含む）
•操作中、バックアップデータを「保存なし」で確定してしまった場合
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5.5 バックアップデータ（内部メモリに保存されているデータ）について
5.5.1 データ保存先が PCカード（ ）の場合

測定終了時に PCカードが実装されている場合

積算終了時に内部メモリから PCカードへ自動的にデータを保存（コピー）します。
バックアップの容量が多い場合には、10数秒の時間がかかります。
表示部が［Integ End］→［R.data Loding］→［Integ End］の順に表示します。
最終インターバルデータを保存した後、自動的に同じファイルの最後尾に「Revival data」を
付加します。

測定終了時に PCカードが実装されていない場合

積算終了後、バックアップデータが保存されている場合、PCカード未実装を示す［Err.11］
を表示しますので PCカードを挿入します。

PCカードを挿入すると、数秒後に［R.data Loding］が点滅します。

データが必要な場合には、 キーを押します。［R.data Loding］→［Integ End］の順に表

示が変わり保存を終了します。
バックアップの容量が多い場合には、10数秒の時間がかかります。
最後に PCカードへ保存した以降のデータを、自動的に Revival dataとして付加します。

データが不要な場合には、PC カードを挿入する前にいずれかのキーを押して［R.data No

use］を点滅させます。 キーを押して［Integ End］を表示させて終了します。

操作中、誤りなどがあった場合は次ページの図を参照してください。
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保存実行中に電源を OFF にしたり、PC カードを抜いたりしないでく
ださい。PCカード内のファイルを破壊する可能性があります。

内部メモリの保存容量がオーバした場合、[Err.20]を表示します。オー
バ以降のデータは失われ、内部メモリにある測定データの最終行には
「MEMRY FULL」が付きます。

        キー

カード未挿入

Err.11

「R.data. Loding」点滅

「R.data. Loding」点灯

「Integ End」点灯

保存終了

「R.data no use」点滅

「R.data. Loding」点滅

「R.data. Loding」点灯

「Err.17」点灯

カード挿入
「R.data.saved」点滅

「R.data. loding」点滅

「Err.11」点灯

「R.data. no Use」点滅

「Integ End」点灯

キー操作

カード未挿入

            キー以外

「Integ End」点灯

         キー以外

           キー

キー操作

「Integ End」点灯

保存なし

           キー以外

            キー

             キー
        キー以外

          キー

     キー以外

キー操作

            キー以外

        キー

点線エリア内でPCカードを挿入す
ると「R.data. Loding」点滅に移る

保存終了

保存なし
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5.5 バックアップデータ（内部メモリに保存されているデータ）について
5.5.2 データ保存先がパソコン（内部メモリ） の場合

測定データを RS-232Cインタフェースによりコンピュータへ出力するとともに、内部メ
モリにも保存していきます。

測定終了後 PCカードを実装すると（実装してある場合も含める）、PCカードにデータを
保存することができます。
バックアップの容量が多い場合には、10数秒の時間がかかります。

また、付属の「専用パソコンソフト」を利用すると RS-232Cで内部メモリをダウンロー
ドすることができます。

「R.data. Saved」点滅

「R.data. Loding」点滅

「R.data. no use」点滅

キー
キー

キー

キー以外

保存なし
キー以外

積算測定終了

カード挿入

保存終了

キー以外

「Integ  End」点灯

「Integ  End」点灯

内部メモリの保存容量がオーバした場合は が点灯し、そこまで
のデータのみをバックアップし、測定を継続します。
測定データの最終行には「MEMORY FULL」が入ります。
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停電中は測定動作そのものは停止してしまいますが、それ以前の測定データ・設定条件を
バックアップ（保存）する機能を備えています。
ここではその停電時の動作を説明します。

5.6.1 停電時の動作について

停電中は下記のような状態になります。

5.6 停電時の動作

積算中に キーにより積算測定を終了させないで、電源スイッチ
をOFFにしてしまったり、電圧コードを測定ラインから外してしまっ
た場合も停電と同様の動作をしますので注意してください。

測定値表示 LCD表示はすべて消えます。

内部時計 正常に動き続けます。

設定条件 すべて保持します。

測定データ

通常測定の場合 :保持しません。
積算測定の場合 :直前のインターバルデータと停電前までの有効電力量

（積算値）は保持します。ただし、停電中の瞬時値および
積算値は欠落します。

インタフェース
の動作

■ PCカードからの設定ファイル読み出し時 :
PCカードにアクセス中の場合、正しく設定条件が読み出せませんので、
停電復帰後、再度読み出してください。

■ PCカードへの測定データ保存時 :
設定されたデータインターバル時間ごとに測定データを PCカードに保存
しますが、そのアクセス中に停電が発生した場合、その動作中のデータは
無効となります。

■コンピュータへの自動出力時
設定したデータインタ－バル時間ごとに測定データをコンピュータ側へ自
動出力しますが、そのアクセス中に停電が発生した場合、その動作中の
データは無効となります。
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5.6 停電時の動作
5.6.2 積算測定時の停電について
積算測定時は、その状態により復帰動作が異なります。

• 開始設定時刻前に復帰したときの動作 :
待機状態に戻り、設定時刻に積算測定を開始します。（何ら影響を受
けません）

• 開始設定時刻後に復帰したときの動作 :
停電復帰後すぐに積算測定を開始します（復帰までの時間の測定値は
0（ゼロ）として処理します）。終了時刻は設定どおりに終了します。

停電中は、途中まで積算測定を行った状態で一時停止します。停電復帰
後は、残りの積算測定を行います。この場合、停電していた時間の測定
データは 0として処理し、設定した時刻どおりに測定を続けます。

5.6.3 停電時の出力データ
積算中に停電があった場合は、測定終了時にまとめて以下のような停電発生を示すデータ
を付加します（Power down 以降の停電情報）。また、データインターバル期間内の測定
データに停電期間を含む場合は、そのステータスデータ（Bit14）に 1をセットします。

上記例では、（1）期間において 2006/8/17,18:13:03 に停電が発生し、
2006/8/17,19:45:27に復帰しています。
また（2）期間においては 1インターバル期間内の 2006/8/18,2:14:18に
停電が発生し、2006/8/18,2:23:12に復帰しています。
ステータスデータに16384がセットされている3つのデータインターバ
ル期間には、停電時のデータが含まれていることを示しています。
参照：「ステータス（オーバレンジなどを示すデータ）」(⇒ p.83)

待機中（緑の LED点滅中）に停電した場合

積算中（緑の LED点灯中）に停電した場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　St（ステータスデータ）
•••••••　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
2006/8/17,17:30:00,00001:30,1.07E+02,1.07E+02,••••,0,•••↓
2006/8/17,18:00:00,00002:00,1.05E+02,1.05E+02,••••,0,•••↓
2006/8/17,18:30:00,00002:30,1.06E+02,1.06E+02,••••,16384,•••↓ :この期間で停電発生（1）
2006/8/17,19:00:00,00003:00↓ :停電中
2006/8/17,19:30:00,00003:30↓ :停電中
2006/8/17,20:00:00,00004:00,1.05E+02,1.05E+02,••••,16384,•••↓ :この期間で停電復帰（1）
2006/8/17,20:30:00,00004:30,1.06E+02,1.06E+02,••••,0,•••↓
2006/8/17,21:00:00,00005:00,1.07E+02,1.07E+02,••••,0,•••↓
••••••••
2006/8/18,01:30:00,00009:30,1.06E+02,1.07E+02,••••,0,•••↓
2006/8/18,02:00:00,00010:00,1.07E+02,1.07E+02,••••,0,•••↓
2006/8/18,02:30:00,00010:30,1.07E+02,1.07E+02,••••,16384,•••↓ :停電発生 /復帰（2）
2006/8/18,03:00:00,00011:00,1.07E+02,1.07E+02,••••,0,•••↓
••••••••
↓
Power down↓
2006/8/17,18:13:03,"POWER OFF"↓ :（1）停電発生日時
2006/8/17,19:45:27,"POWER ON"↓ :（1）停電復帰日時
2006/8/18,02:14:18,"POWER OFF"↓ :（2）停電発生日時
2006/8/18,02:23:12,"POWER ON"↓ :（2）停電復帰日時

停電情報
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55.6.4 停電復帰時の動作

停電後の再起動時、表示部に［P.d.Occur］を表示します。いずれかのキーを
押すと測定画面に切り替わります。

積算測定が終了すると、停電時のデータ情報を出力するために、その期間のイ
ンターバルデータ（以下、停電データと呼びます）を作成します。処理中は表
示部は下記のような点灯状態になります。

• 1 インターバル期間中停電していた場合は、インターバル日時と積
算経過時間のみ保存します。

• 待機中、または積算中に停電（あるいは電源 OFF）が発生した場合
には、表示部に［P.d.Occur］を表示しますので、測定中に停電が
あったことが確認できます。（いずれかのキー操作で表示は変わり
ます）

バッテリバックアップについて
• 本器は停電対策として、内蔵電池により設定および積算値データのバック
アップを行っています。

• 電源投入時の設定条件は前回電源をOFFした時の状態になります。
• 本機能により積算値データも保持していますが、積算開始操作により積算
値データをクリアします。加算積算はできません。

停電通知画面

停電データ作成中画面

積算中に、積算終了のキー操作を行わないで電源スイッチを OFF に
してしまったり、電圧コードを測定ラインから外してしまった場合も
停電と同様の動作をしますので注意してください。
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5.6 停電時の動作
5.6.5 停電復帰時の処置（「P.d.data Loding」点灯）
停電データ作成処理が終わるまでそのままお待ちください。
停電時間が長いほど、また設定したデータインターバル時間が短いほど
停電データが多くなるため、処理時間が長くなります。

積算中に停電が発生し（電源を切った場合も含む）、長時間経過後復帰
した（あるいは電源を入れた）場合に停電データ作成中画面になります。
下記のようなケースで発生することが考えられます。
• 積算中に実際に長時間の停電が発生した
• 積算中に積算測定を終了させずに電源を切った
• 積算中に積算測定を終了させずに電源コードを測定ラインから外した。
• 測定目的はないが、積算中状態で電源を切り放置した

方法１ _______________________________________________

• 停電データ作成処理を中止したい場合には キーを１秒以上押

します。ただし、この操作により積算測定は強制終了します。

方法２ _______________________________________________
• 電源スイッチを OFF（O）にしてから キーと キーを同時に押

しながら、電源スイッチを ONにしてオールクリアをします。全点灯
後 [All Clear]を表示します。
オールクリアをすると各設定項目が初期値に戻ります。
参照：4.8「システムリセット」(⇒ p.57)

停電データの作成処理が発生するケース

停電データ作成を中止したい場合

• 停電発生後のインターバルデータはクリアします。
• データ保存（出力）先の設定が の場合、内部メモリに保存され
ている測定データもクリアしますので、バックアップデータは利用
できなくなります。
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本器には外部制御端子 (EXT/TRIG) を装備しています。この端子に機器などから出力され
る信号を入力し、このタイミングで積算測定の開始／終了を制御することができます。
接続には、専用の 9440接続ケーブル（別売オプション）が必要です。

6.1.1 設定

この機能を使用する場合の本器の設定は特にありません。 キーに
よる積算中あるいは待機中ではない状態で受け付けが可能です。
また、設定されている積算開始／終了日時は無効となります。

6.1.2 外部制御による動作
1. 外部制御端子に Lo レベルの信号を印加すると、即時に積算測定が開

始します（ 点滅）。この状態では本器の キーは無効になり
ます。

2. 外部制御端子に Hi レベルの信号を印加すると、即時に積算測定が終

了します（ 消灯）。この状態になると本器の キーは有効に

なります。積算開始および終了後は、測定画面になります。

6.1.3 測定データの処理
データ保存先の設定により、それぞれ処理します。
積算開始時，データインタ－バル時間ごと，積算終了時にデータ処理し
ます。
なお、開始受け付け時に保持している前回の積算データはクリアしま
す。（加算積算はできません）

外部制御 6
6.1 外部制御機能
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6.1 外部制御機能
6.1.4 端子レベル
1. 開放 (Hiレベル）→短絡（Loレベル）... 積算開始
2. 短絡 (Loレベル）→開放（Hiレベル）... 積算終了
この信号レベルにより積算測定が即時開始／終了します。

6.1.5 受け付け可能範囲
1. 1回の最短測定期間は少なくとも５秒以上必要です。

2. 測定と測定の最短測定動作間隔は、少なくとも５秒以上空ける必要が
あります。
以上を満足しない測定条件では、正しく測定の制御ができなかった
り、測定データが得られない場合があります。

開始 終了

0Ｖ（短絡）

5Ｖ（開放）

外部制御の端子レベル

開放レベルは 5 V（DC），短絡レベルは 0 Vです。本器の故障の原因と
なりますので、この範囲を超える信号は絶対に印加しないでください。
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6.1.6 端子形状とピン配列

 ※　何も接続しないでください

ピン番号 信号名 線色

1 スタート／ストップ 赤

2 ※ 白

3 ステータス 黒

4 空き 黄

5 グランド 青

外部制御端子
入出力回路レベル：TTLレベル
使用コネクタ ：TCS6150-0110177　ホシデン
適合コード ：9440接続ケーブル

• 測定画面でのみ受け付け可能です。
• ノイズやチャタリングを含む信号を入力した場合は、正常に動作しま
せん。

•「データ保存（出力）先」の設定に従って測定データを処理します。

３

５

１

２

４
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6.2 積算動作ステータス出力機能
本器は実際の積算動作中を示すステータス信号を出力します。

6.2.1 出力端子
外部制御端子の 3番ピンから出力します。

6.2.2 端子レベル
1. 積算中 ........ 短絡（Loレベル）
2. 積算中以外 .... 開放（Hiレベル）

6.2 積算動作ステータス出力機能

• 積算中の停電時も積算中を示します。
• 待機中は積算中以外として扱います。
• 信号の遅延時間は、1ms以内です。
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本器とコンピュータを 9612 RS-232Cケーブル（別売オプション）で接続すると、本器専
用パソコンソフトを使用して主に以下のことができます。

• コンピュータで設定をして本器に送信する
• 本器の設定をコンピュータで受信して変更する
• 測定値（瞬時値）をコンピュータの画面上に表示する
• 本器内部メモリおよび PCカードに保存されている測定データをコン
ピュータにダウンロードする

上記を行うには、専用パソコンソフトをあらかじめコンピュータへイン
ストールする必要があります。
参照：7.2「本器専用パソコンソフトのインストール」(⇒ p.98)

本器専用パソコンソフトを
使用する 7
7.1 概要

扱い ソフトウェア 説明

付属
3168
メジャーアシスト
ユーティリティ

専用パソコンソフト

• コンピュータから設定をして本器
に送信する

• 本器の設定をコンピュータで受信
して変更する

• 本器の測定値（瞬時値）を画面表
示できます。

• 本器内部メモリ PCカードの測定
データをダウンロードできます。

オプション 9625電力計測支援
ソフト

本器および 3166、
3169用アプリケー
ション

本器および 3166,3169で記録した測
定データを解析できます。
詳細→ 9625電力計測支援ソフトの
取扱説明書を参照してください。

測定値（瞬時値）をコンピュータの画面上に表示していると PCカー
ドへの保存はできなくなります。
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7.2 本器専用パソコンソフトのインストール
7.1.1 動作環境

専用パソコンソフトを使用するには、以下のハードウェアおよびソフトウェアが必要です。

本器専用パソコンソフトをインストールすると「3168 メジャーアシストユーティリティ」
のインストールが行われます。

本器専用パソコンソフトのインストール方法について、コンピュータのOSがWindows XP
の場合を例に説明します。

Windows2000、XPでは管理者権限（Administrator)でインストールしてください。

例：WindowsXPにインストールする場合
※使用している OSによって、メッセージが若干異なる場合があります。

コンピュータ Pentium以上の CPUを搭載したコンピュータ

ハードディスク 20 Mバイト以上の空き容量

メインメモリ 16 Mバイト以上

ディスプレイ 800×600以上解像度を持つディスプレイ、およびディスプレイアダプタ

OS Windows95/98/Me/NT4.0/ 2000/XP

その他 マウスまたは他の適切なポインティングデバイス

7.2 本器専用パソコンソフトのインストール

ほかのアプリケーションが動作しているとインストールできない場
合があります。インストール前には、できるだけすべてのアプリケー
ションを終了してください。特にアンチウィルスソフトなどが動作し
ている場合は、ウィルスの有無に関わらずインストールを禁止してい
ることがあります。そうした場合は、インストール禁止状態を解除す
るように、アンチウィルスソフトなどを設定してください。
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インストールの手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. コンピュータの電源を入れます。

2. インストールを開始する前に、コンピュータで起動している
すべてのアプリケーションを終了します。

3. 本器付属の CD-Rを CD-ROMドライブにセットします。

4. デスクトップの [マイコンピュータ ]をダブルクリックします。

5. [3168_VER5(E:)]をダブルクリックします。
バージョン（VER)は、更新されている場合があります。

6. [3168UT]のフォルダをダブルクリックします。

ダブルクリック

ダブルクリック

ダブルクリック
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7.2 本器専用パソコンソフトのインストール
7. [setup.exe]をダブルクリック（実行）します。

8. [OK]をクリックします。

9. インストールを開始する場合は指示されているボタンをク
リックします。

インストール先を変更したい場合には [ ディレクトリ変更 ] を
クリックして、インストール先を変更します。
通常は変更する必要はありません。

10. インストールが開始され、まもなく完了します。
[OK]をクリックしてインストールは終了です。

ダブルクリック

クリック

クリック
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アンインストールの手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. Windowsの [スタート ]から［コントロールパネル］を選択し、
[プログラムの追加と削除 ]をダブルクリックしてください。

2. [3168 メジャーアシストユーティリティ ]を選択してください。

3. [変更と削除 ]をクリックして削除してください。

4. [はい ]をクリックしてください
　　

まもなくアンインストールが完了します。[OK] をクリックし
てアンインストールは終了です。

クリック

クリック

バージョンアップする場合は、いったんアプリケーションの削除を
行ってから、インストールしてください。



102
7.3 本器専用パソコンソフトを起動する
本器専用パソコンソフトの起動手順は、以下のとおりです。

手順 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. 9612 RS-232Cケーブルでコンピュータと本器を接続します。

*本器とコンピュータとの接続には、専用の 9612 RS-232Cケーブル（別売オ
プション）が必要です。専用ケーブルを使用するとコンピュータ（D-sub 9
ピン）と直結できます。

2. 本器とコンピュータの電源を入れます。

7.3 本器専用パソコンソフトを起動する

RS-232C ケーブルを本器のコネクタに接続する場合は、感
電事故を防止するため必ず電圧コード、クランプセンサの結
線を外してから行ってください。

• コンピュータと本器の接続は、電源が OFFの状態で行ってください。
• 電源を入れた状態で接続ケーブルの脱着を行うと機器の破損等を招
く恐れがあります。

• RS-232Cケーブルの接続後は、必ずネジ止めをしてください。
• コンピュータ側のコネクタが、D-sub 9 ピン以外の場合は市販の変
換アダプタをご利用ください。
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3. ［スタート］-［マイコンピュータ］-［ローカルディスク (C):］-
［ProgramFiles］-［メジャーアシストユーティリティ］-
［3168UT.exe］を選択して起動します。

事務所などで使用する場合は、コンセント（100 V）から電源を供給
できる 9448コンセント入力コード（付属品）を使用すると便利です。
参照：(⇒ p.41)
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7.3 本器専用パソコンソフトを起動する
通信機器使用後に本器を手動に戻す場合、 キーを 1 回押すと

[Local] が点滅します。さらに キーを押すと手動の操作可能にな

ります。

接続中であることを
確認してください。

起動後参照
してください。



8.1 RS-232C インタフェースの仕様
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本器は RS-232C インタフェースを標準装備しています。RS-232C インタ
フェースを用いて、コンピュータから本器の設定や、測定データの取得がで
きます。また、本器から設定されたデータインターバル時間ごとに測定値を
自動的に出力することもできます。ここではコンピュータとの接続方法と使
用できるコマンドについて簡単に説明します。詳細につきましては、付属の
CD-R内の「RS-232C 取扱説明書」を合わせてご覧ください。

RS-232C インタフェースとは、EIA（米国電子工業会）で制定されたシリアルインタフェー
スの規格です。本器 RS-232C インタフェースは下記に準拠しています。

• EIA RS-232C
• CCITT V.24
• JIS X51101

(1) 一般仕様
本器の設定は以下のとおりです。一部項目は、PC カードの設定ファイル読み出し機能に
より設定変更が可能です。コンピュータ側の設定に合わせて設定をしてください。特に、
ボーレート ,デリミタ関係は、使用するコンピュータによっては設定変更が必要です。

※設定は PC カードで変更可能［初期値］

RS-232Cインタフェース 8

RS-232C インタフェースの通信には、専用の 9612 RS-232C ケーブ
ル（別売オプション）が必要です。

8.1 RS-232C インタフェースの仕様

転送方式 調歩同期方式、全 2 重
ボーレート 2400, 9600, 19200, 38400bps［9600］※ 
データ長 8bit 

パリティチェック なし
ストップビット 1 

フロー制御 なし , XON/XOFF, RTS/CTS, 両方［なし］※
デリミタ送信時 CR, LF, CR+LF※［CR+LF］ 
デリミタ受信時 CR, LF, CR+LF※［CR+LF］
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8.1 RS-232C インタフェースの仕様
(2) インタフェース仕様（DTE 動作） 

(3) アンサーメッセージについて
本器は設定コマンドが送信されると、そのコマンドが正常に受け付けられたかを示すアン
サーメッセージを必ずコンピュータに返送します。プログラム作成時は、必ずこのメッセー
ジを受け取るようにしてください。メッセージには、状態により以下のような内容（文字
列）が含まれます。

(4) コネクタ仕様

RS-232C コネクタのピン配列

使用コネクタ：丸型ミニチュアコネクタ（9 ピンメス）
メーカ ：ホシデン
型名 ：TCS7913-4320177 

入力電圧レベル ＋ 5V～＋ 15 V ON 
－ 15 V～－ 5V OFF 

出力電圧レベル ＋ 5V～＋ 9V ON 
－ 9V～－ 5V OFF

状態 メッセージ

正常動作時 "ALL RIGHT" 

エラー時 実行エラー "EXECUTE ERROR" 

コマンドエラー "COMMAND ERROR"

クエリエラー  "QUERY ERROR" 

機器依存エラー "DEVICE ERROR" 

ピン番号 EIA 略号 JIS 略号 慣用略号 名称

1 CF CD DCD データ・チャネル受信キャリア検出

2 BB RD RxD 受信データ

3 BA SD TxD 送信データ

4 CD ER DTR データ端末レディ

5 AB SG GND 信号用接地

6 CC DR DSR データ・セット・レディ

7 CA RS RTS 送信要求

8 CB CS CTS 送信可

9 CE CI RI 被呼表示
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本器とコンピュータとの接続には、専用の 9612 RS-232C ケーブル（別
売オプション）が必要です。専用ケーブルを使用するとコンピュータ
（D-sub 9 ピン）と直結できます。

8.2 接続方法

• RS-232C ケーブルをコネクタに接続する場合は、感電事故を防止す
るため、必ず本器の電圧コード、クランプセンサの結線を外してから
行ってください。

• コンピュータと本器の接続は、電源が OFF の状態で行ってください。
電源を入れた状態で接続ケーブルの脱着を行うと、機器の破損等を招
く恐れがあります。

コンピュータとの接続

• RS-232C ケーブルの接続は、必ずネジ止めを行ってください。
• コンピュータ側のコネクタが、D-sub 9 ピン以外の場合は、市販の
変換アダプタをご利用ください。
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8.3 使用できるコマンド一覧
本器で使用できるコマンドを示します。

8.3.1 コマンド一覧

8.3 使用できるコマンド一覧 

コマンド データ形式（データ数） 解説

:CARD

:DELete ［ファイル名］, ［MEAS/SET］ PCカード内の指定ファイルの削除

:PICKout? ［ファイル名］,［BEGIN/CONT］ PCカード内の指定測定ファイルの部分
データ転送。指定位置から 5回分のイン
ターバルデータ

:EXISt? PCカードの実装状態のクエリ

:FILEname? ［MEAS/SET］ PCカード内に存在するファイル名のクエリ

:FORMat なし PCカードのフォーマット

:SETting ［ファイル名］ PCカード内に設定ファイルを作成し、現
在の設定状態を保存

:TRANsfer? ［ファイル名］,［MEAS/SET］ PCカード内の指定ファイル一括データ転送

:CLOCk NR1数値データ（6） 実時間の設定

:CLOCk? 現在の実時間のクエリ

:CT NR1数値データ（1） CT比の設定

:CT? 設定されている CT比のクエリ

:DATA ［CARD/PC/RS-232C］ データアクイジションの設定

:DATA? 設定されているデータアクイジションのク
エリ

:DISPlay ［1/2/3/4/5］ 表示ページの切り替え 1～ 4は測定画面、
5は設定画面

:DISPlay? 表示されているページのクエリ

:FILEname ［ファイル名］ PCカードへの保存ファイル名の設定

:FILEname? 設定されている PCカードへの保存ファイ
ル名のクエリ

:FREQuency? 測定ライン周波数のクエリ

:HEADer ［ON/OFF］ ヘッダの設定

:HEADer? 設定されているヘッダのクエリ

:ID NR1数値データ（1） ID番号の設定

:ID? 設定されている ID番号のクエリ

:INSTant? 瞬時データの取り出し（一括）

:INTErval ［1/5/10/15/30/60］ データインターバル時間の設定



8.3 使用できるコマンド一覧
109

0

1

2

3

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

8

コマンド データ形式（データ数） 解説

:INTErval? 設定されているデータインターバル時間の
クエリ

:MEASure? 前回のインターバルデータの取り出し

:MEMory
:TRANsfer? 

内部メモリに保存されている測定データの
一括データ転送

:PT NR1数値データ（1） PT比の設定

:PT? 設定されている PT比のクエリ

:RANGe ［5/10/50/100/500］ 電流レンジの設定

:RANGe? 設定されている電流レンジのクエリ

:RESEt なし システムリセットの実行

:SAVingname? 現在 PCカードへ保存している測定ファイ
ルのクエリ

:STARt ［MANUAL/TIME］ 積算測定動作の開始

:STARt :TIME 
:TIME? 

NR1数値データ（5） 積算開始日時の設定設定されている積算開
始日時のクエリ

:STATe? 積算測定状態のクエリ

:STOP なし 積算測定動作の停止

:STOP :TIME 
:TIME? 

NR1数値データ（5） 積算終了日時の設定設定されている積算終
了日時のクエリ

:TIME :STARt? 
:STOP? 

実際の積算開始日時のクエリ、実際の積算
終了日時のクエリ

:TRANsmit 
:SEParator 
:SEParator? 

NR1数値データ（1） セパレータの設定セパレータの設定のクエ
リ

:WIRing ［1P2W/1P3W/3P3W］ 測定ラインの設定

:WIRing? 測定ラインのクエリ

• :CARD:PICKout?;CARD:TRANsfer?;MEMory:TRANsfer? コマンド
はフロー制御設定を XON/XOFF 設定にして実行してください。ま
た、これらのコマンドは複数のコマンドといっしょに記述（1 行に）
しないでください。

• 本器が RS-232C インタフェースを介してコンピュータと通信して
いる場合（アクセス中）は、  あるいは の表示モニタが点
滅します。

• ローカルキー
RS-232C 通信中 / 通信後は、本器のキーは効かない（キーロック）

状態になります。これを解除する場合は、 キー押すと "Local"

が点滅しますので、点滅中に再度 キーを押すと、キーが効く

状態になります。
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8.3 使用できるコマンド一覧
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この章では、本器の製品仕様、測定レンジの構成、演算式などについて説明します。
9291, 9298につきましては、それぞれの取扱説明書をご覧ください。
（簡易的な仕様は 2.2.3「クランプセンサの仕様」（P. 26）を参照してください。）

9.1.1 一般仕様

仕様 9

9.1 製品仕様

使用場所 屋内、高度 2,000mまで
保存温湿度範囲 -10℃～ 60℃ , 80%rh以下（結露しないこと）
使用温湿度範囲 0℃～ 50℃ , 80%rh以下（結露しないこと）
測定ライン 単相 2線、単相 3線、三相 3線
入力方式 電圧　絶縁入力

電流　クランプセンサによる絶縁入力
適合電流センサ 9291/9298クランプオンセンサ
測定方式 ディジタルサンプリング方式、50/60 Hz固定クロック（自動切替え）
入力損失 電圧　15VA MAX（チャネル 1）、0.2VA MAX（チャネル 2）
入力抵抗（50/60 Hz）電流　0.8Ω± 10%
最大許容入力 電圧　AC240 Vrms、340 Vピーク値（50/60 Hz）

電流　AC1 Arms、1.42 Aピーク値
最大同相電圧 電圧入力端子　AC240 Vrms，50/60 Hz
耐電圧 AC3.7 kV 　電圧入力端子－ケース、 電流入力端子、

外部インタフェース端子間（50/60 Hz, 1分間）
表示器 LCD（6桁 2行表示）
バッテリバックアッ
プ寿命

6年以上（25℃参考値）

定格電源電圧定格電
力

AC100 V～ 240 V, 50/60 Hz［定格電源電圧に対し、± 10%の電圧変動を考慮して
います］ただし、電源は測定ライン（U1-N）から供給 15 VA MAX 

外形寸法 約 120W× 170H× 50Dmm（突起物含まず）
質量 約 600g
製品保証期間 1年間
付属品 9438-01電圧コード 1セット（赤、黒、黄色 各 1本）

9448コンセント入力コード１本
詳細取扱説明書 1部
クイックスタートマニュアル 1部
CD-R 1枚（専用パソコンソフト、RS-232C取扱説明書）

オプション 9291 クランプオンセンサ
9298 クランプオンセンサ
9290-10 クランプオンアダプタ
9346 ソフトケース
9348 携帯用ケース
9612 RS-232Cケーブル（RS-232C用）
9440 接続ケーブル（外部制御端子用）
9625 電力計測支援ソフト
9726 PCカード 128M（128MBコンパクトフラッシュカード＋アダプタ）
9727 PCカード 256M（256MBコンパクトフラッシュカード＋アダプタ）
9728 PCカード 512M（512MBコンパクトフラッシュカード＋アダプタ）
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9.1 製品仕様
9.1.2 基本仕様
確度保証条件

測定項目

表示

モニタおよび警告表示
［LED表示］

［LCD表示］

 PCカード関連

RS-232C関連

確度保証条件 ウォームアップ時間 5分間以上，正弦波入力，力率＝ 1，同相電圧＝ 0 V
確度保証温湿度範囲 23℃± 5℃、80%rh以下（仕様上、特に明記のない場合はこの温湿度で規定する）
確度保証期間 1年間
基本波周波数範囲 50 Hzまたは 60 Hz

入力周波数が上記以外の場合は確度保証範囲外

サンプリング 1回／秒（10波形）＝瞬時値
インターバルデータ データインターバル時間毎に得られる瞬時値の平均値，積算開始からの有効電力量
測定項目 電圧、電流、有効電力、力率、有効電力量（積算値）

測定値の演算処理は演算式（9.3「測定項目と演算式」（P. 117））による

表示項目 各チャネル電圧・電流・有効電力および力率（3168-01 は力率表示なし）の瞬時値、
測定開始からの有効電力量と経過時間

表示範囲 電　圧 ：85 V～ 250 V
電　流、有効電力：レンジの 0.4%～ 130%（0.4%未満はゼロサプレス）

有効測定範囲 電　圧 ：90 V～ 240 V
電　流、有効電力：レンジの 5%～ 110%

表示更新レート 約 1回／秒（PCカード、RS-232C通信時は除く）
極性表示 有効電力 ：消費の場合　符号なし、回生の場合　“－”
有効電力量 消費電力のみ表示

POWER 測定ラインに結線されると点滅、通常の測定状態になると点灯
スタートキー スタートキーが押されると点滅（待機中）、積算（保存）開始すると点灯

PT/CT比設定 PT比、CT比の設定が 1以外の場合、それぞれ  ，  点灯
オーバレンジ 入力がレンジの表示範囲を超えた場合は、o.r.を表示
過大入力警告 入力電圧 ,  電流波形のピーク値が電圧レンジの 2倍、または電流レンジの 3倍を超

えた場合に ，  点灯
スケーリングエラー スケーリングエラー時は、"S.Err"を表示

保存容量オーバ警告 保存容量を超えた場合に  点灯
測定動作は続行するが、メモリへの書き込み動作は終了する

メモリ内容クリア メモリ内容が空（クリアした状態）の場合に  点灯
アクセス中 PCカードアクセス中は 点滅

アクセス RS-232Cアクセス中は  点滅
自動出力中 PCへ自動出力中は  点滅
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各測定項目 
［電圧，電流測定］

［有効電力測定］

［力率測定］

［有効電力量測定］

積算動作方法

その他の特性

測定レンジ 電圧　200.00 V
電流　10.000 A/50.000 A/100.00 A/500.00 A（9291使用）

5.0000 A/10.000 A/50.000 A/100.00 A（9298使用）
測定方式 真の実効値
測定確度 電圧　± 0.3%rdg.± 0.2%f.s.

電流　± 0.3%rdg.± 0.2%f.s.＋クランプセンサ仕様
クレストファクタ 電圧　1.8以下（フルスケール入力時）

電流　3以下（フルスケール入力時、ただし 500 Aレンジは 2.8以下）

測定レンジ 電圧×電流レンジの組み合せによる（表 1）
測定確度 ± 0.3%rdg.± 0.2%f.s.＋クランプセンサ仕様（力率＝ 1）
力率の影響 ± 1.0%rdg.（50 Hz，60 Hz，力率＝ 0.5）

測定範囲 － 1.0000（進み）～ 0.0000～＋ 1.0000（遅れ）
測定確度 各測定値からの計算に対して± 1dgt.
極性表示 遅れ位相の場合　符号なし、進み位相の場合　「－」、無効電力計法により検出

測定範囲 有効電力量　消費　0.00000 kWh～ 99999.9 GWh
　〃　　　    回生  -0.00000 kWh～ -99999.9 GWh
※ただし、表示は消費成分のみ

積算確度 有効電力の測定確度± 1dgt.
実時間管理 測定中は測定ラインの周波数に同期した時間管理（1回／時間で補正処理）

ただし、停電時（電圧測定入力なし）は、内部 RTCによる管理に自動切り替え

積算測定の開始 スタートキーにより積算開始
積算測定の終了 待機中 .... ストップキーにより測定終了

積算中 .... ストップキーを 1秒以上押すことにより強制終了
積算データのクリア スタートキー、および設定変更によりそれ以前の積算測定データはクリアされる 
積算動作の方法

※ 1 終了は終了日時設定が未来の場合はその設定日時で終了するが、過去の場合は
強制終了をする

※ 2 終了は強制終了をする
※ 3 最大積算期間は 1年間で強制終了する

周波数特性 基本波周波数 50 Hz/60 Hzにおいて、基本波の第 50次まで、測定確度± 3%f.s.
温度係数 ± 0.1%f.s./℃以内
外部磁界の影響 ± 1.5%f.s.以内（AC400 Arms/ｍ、50/60 Hzの磁界中において）
実時間精度 ± 100 ppm± 1秒（25℃）

方法 積算開始／終了日時設定※ 3 積算動作
時刻指定 現在日時より未来の設定 設定日時から設定日時まで

の積算動作をする
現在日時より過去の設定 設定されているデータイン

ターバル時間により区切り
のよい直近の時刻より積算
動作をする※ 1

手動 この設定に依存しない スタートキーが押された瞬
間より積算動作をする※ 2

外部制御 この設定に依存しない 端子レベル
Hi→ Lo：積算開始 点
滅
Lo→ Hi：積算終了
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9.1.3 機能仕様

設定機能 
○印はその設定場所で設定可能であることを示す

※ 1 初期値はシステムリセット実行により設定される値
※ 2 システムリセット実行により影響を受けない
※ 3 積算開始日時より以前には設定不可

その他機能

設定項目
設定場所

選択肢（範囲） 初期値※ 1
本　体

電流レンジ ○ ○ ○ 5 A/10 A/50 A/100 A/500 A 100 A

ID 番号 ○ ○ ○ 001～ 999 （整数 3 桁） 001※ 2 

実時間 ○ ○ 西暦による年 /月 /日，時：分：
秒（24 時間制） 工場出荷時※ 2 

データインター
バル時間 ○ ○ ○ 1 秒 /1 分 /5 分 /10 分 /15 分 /

30 分 /60 分 30 分

積算開始日時 ○ ○ ○ 
西暦による年 /月 /日，時：分
（24 時間制） 現在時刻と同じ

積算終了日時 ○ ○ ○ 
西暦による年 /月 /日，時：分
（24 時間制）

現在時刻＋ データイン
ターバル時間※ 3 

データ保存先 ○ ○ ○ ／ ／  

測定ライン ○ ○ ○ 1P2W／ 1P3W／ 3P3W 3P3W

PT 比 ○ ○ ○ 1～ 10000 （整数） 1

CT 比 ○ ○ ○ 1～ 10000 （整数） 1

測定ファイル名 ○ ○ 英数字 8 文字以内 設定なし

設定ファイル
読込み

PCカードに設定条件ファイルがある場合、その内容を本体に読込み可能

PCカードクリア 挿入された PCカードの全測定ファイルを消去

PCカード
フォーマット

挿入された PCカードのフォーマットを実行

クランプ結線
チェック

各チャネルの電圧位相に対する電流位相の検出により簡易的にチェック

バッテリ
バックアップ

設定値および測定期間の積算電力量をバックアップ
PCカードの書き込みが実行できなかった場合、測定終了時にそれらのデータを測定
ファイルに添付復元

停電処理
測定中に停電が発生した場合、復帰後は測定期間中であれば測定を続行する停電日
時，復帰日時データを記録
ただし、停電中のデータは欠落する

システムリセット システムリセット操作により初期値設定状態に戻る
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9.1.4 外部インタフェース

［RS-232C インタフェース］

※設定は PC カードで変更可能 , [  ]内は初期値

［PC カードインタフェース］

設定ファイル

測定ファイル

転送方式 調歩同期方式、全 2重
ボーレート 2400，9600，19200，38400 pbs［9600］※ 
データ長 8bit 

パリティチェック なし
ストップビット 1 

フロー制御 なし，XON/XOFF，RTS/CTS，両方［なし］※
デリミタ送信時 CR，LF，CR＋ LF※［CR+LF］ 
デリミタ受信時 CR，LF，CR＋ LF※［CR+LF］ 

スロット PCMCIA／ JEIDA PC Card Standard  準拠（TYPEⅡ× 1基）
カード機能 フラッシュ ATAカードが使用可能
対応記録容量 528MBまで

ファイル名 SET00～ SET09
拡張子 .SET

ファイル数 最大 10個まで
記録内容 設定できる全ての項目、コメント文

ファイル名 設定された測定ファイル名による（英数字半角８文字以内）
測定ファイル名が設定されていない場合は、自動で付加される
MEAS00～ MEAS09（空いている番号で小さい番号から）

拡張子 .CSV

ファイル数 最大 10個まで
記録内容 •設定条件：ID番号，測定ライン，測定ライン周波数，PT比，CT比，データイン

ターバル時間，電流レンジ（ファイル先頭）
•測定開始／終了日時：測定データ部の先頭と最後に実際の日時を記録
•測定データ：データインターバル時間ごと測定日時，積算経過時間，各チャネル電

圧 ,電流および有効電力のインターバルデータ，測定開始からの有効
電力量（消費，回生）,ステータスデータ，力率のインターバルデータ

•停電発生時は、停電発生日時と復帰日時
•測定データが存在するファイル名が設定されている場合は、新規測定データは追記
される
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9.2 測定レンジ構成
電流、電圧、有効電力のレンジ構成は、以下のとおりです。 

注 1） レンジ構成表は各測定レンジのフルスケール表示値を示す
注 2） 電圧レンジは 85 V～ 250 V の範囲で表示、85 V 未満はゼロサプレスする最大表示　2.5000 MV まで
注 3） 電流，電力レンジの 0.4%以下の入力に対しては表示値をゼロサプレスし、測定値の表示は各測定レ

ンジの 130% まで可能
最大表示　電流 6.5000 MA まで，有効電力　± 9999.9 GW まで

注 4） 9298 センサは 5 A～ 100 A レンジまで、9291 センサは 10 A～ 500 A レンジまでがそれぞれ確度保証
範囲

注 5） 有効電力量の表示は消費成分のみで、回生成分は含まれません

・積算電力量の表示範囲は以下のとおりです。
0.00000 kWh～ 999.999 kWh
1.00000 MWh～ 999.999 MWh
1.00000 GWh～ 99999.9 GWh

9.2 測定レンジ構成

表１　レンジ構成表

電圧 測定ライン

電流

9298クランプオンセンサ

9291クランプオンセンサ

5.000 A 10.000 A 50.000 A 100.00 A 500.00 A

200.00 V
単相 2線 1.000 kW 2.000 kW 10.000 kW 20.000 kW 100.00 kW

単相 3線 2.000 kW 4.000 kW 20.000 kW 40.000 kW 200.00 kW

三相 3線 2.000 kW 4.000 kW 20.000 kW 40.000 kW 200.00 kW
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電圧、電流、有効電力，有効電力量の演算式は表 2 のとおりです。 

注 1） U：線間電圧，Ｉ：線電流，
注 2） u：測定チャネル，M：サンプル数，s：サンプルポイントナンバー
注 3） 有効電力 P の極性符号は、消費時（+P）、および回生時（-P）で電力の潮流方向を示す
注 4）Σ(± P)は有効電力の、積算開始から経過時間 h まで積算された電力量
注 5） si：無効電力計法で演算される無効電力値の極性を示す（遅れ＋、進み－）
注 6）PF>1 の場合は PF＝ 1、PF<－ 1 の場合は PF＝ -1 とする

9.3 測定項目と演算式

表 2 　演算式

項目
結線設定

単相 2 線 単相 3 線 三相 3 線

電圧
U [rms]

電流
I [Arms]

有効電力
P[W]

力率
PF

有効電力量
WP［Wh］

消費 WP+=Σ(+P)/h 
回生 WP-=Σ(-P)/h

Uu

U1

1
M
--- Uus( )
s 0=

M 1–

∑
2=

Ud 1
U2

U1
U2

Iu

I1

1
M
--- Ius( )
s 0=

M 1–

∑ 2=
I1
I2

I1
I2

Pu

P1
1
M
--- Uus Ius×( )
s 0=

M 1–

∑= P1 P2+ P1 P2+

si P1
U1 I1×
----------------- si P1 P2+

U1 I1 U2 I2×+×
----------------------------------------

si P1 P2+

3
2

------- U1 I1 U2 I2×+×( )
-----------------------------------------------------
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9.4 クランプセンサ組み合わせ確度
 

本器（3168）

クランプセンサ

本器とクランプセンサ組み合わせ電流、電力確度（確度保証範囲）

*f.s.は 3168電流レンジ

電力レンジ構成

9.4 クランプセンサ組み合わせ確度

レンジ 電流、電力確度

500.00 A

± 0.3%rdg.± 0.2%f.s.

100.00 A

50.000 A

10.00 A

5.0000 A

センサ定格 電流確度

9291 500 A ± 0.5%rdg.± 0.2%f.s.

9298 100 A ± 0.5%rdg.± 0.2%f.s.

レンジ 9691 クランプオンセンサ 9698 クランプオンセンサ

500.00 A

± 0.8%rdg.± 0.4%f.s.*

―

100.00 A

± 0.8%rdg.± 0.4%f.s.*
50.000 A

10.000 A

5.0000 A ―

電圧 測定ライン

電流

9298クランプオンセンサ

9291クランプオンセンサ

5.000 A 10.000 A 50.000 A 100.00 A 500.00 A

200.00 V

単相 2線 1.000 kW 2.000 kW 10.000 kW 20.000 kW 100.00 kW

単相 3線 2.000 kW 4.000 kW 20.000 kW 40.000 kW 200.00 kW

三相 3線 2.000 kW 4.000 kW 20.000 kW 40.000 kW 200.00 kW
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測定誤差計算方法

電流測定
例 )3168に 9291を接続して測定した場合

100 Aレンジにて表示値が 50.00 [A]の場合の誤差は
＝±（0.8%rdg.＋ 0.4%f.s.)
＝±（0.8× 0.01× 50.00＋ 0.4× 0.01× 100)
＝± 0.8

以上の結果から 50.00 [A]の表示値の場合の誤差は± 0.8 [A]であるため
、真値は 49.20 [A]～ 50.80 [A]の中にあります。

電力測定
例 )3168に 9291を接続して測定した場合
電流 10Aレンジ、電力 4 kWレンジ、力率１
4 kWレンジにて表示値が 1.0000 [ｋＷ]の場合の誤差は
＝±（0.8%rdg.＋ 0.4%ｆ.s.)
＝±（0.8× 0.01× 1.0000＋ 0.4× 0.01× 4)
＝±（0.008＋ 0.016)
＝± 0.024

以上の結果から 1.0000 [kW]の表示値の場合の誤差は± 0.024 [kW]であ
るため、真値は 0.976 [kW]～ 1.024 [kW]の中にあります。
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この章では、メッセージ表示、エラー表示、困ったときのチェック項目、清掃方法、アフ
ターサービス、バックアップ電池の交換、廃棄方法について説明します。

LCD画面上にメッセージを表示します。

保守・サービス 10

10.1メッセージ表示

表示 内容 対処方法

Time 
Start

待機中に表示します。
設定した開始日時で積算
を開始します。

メッセージのみです。
いずれかのキーを押すと測定画面に
なりますが、積算待機はキャンセル
しません。

Delay 
Start

待機中に表示します。
区切りの良い時間に積算
を開始します。

Integ 
End

設定した終了日時で、積
算測定が正常に終了した
場合に表示します。

メッセージのみです。
いずれかのキーを押すと画面が切り
替わります。

Power 
down 
Occur

待機中、または積算中に
停電（あるいは電源 OFF）
が発生した場合に表示し
ます。

Revival 
data 

Saved

内部メモリにRevival data 
が存在する場合に知らせ
ます。

必要な場合は [決定 ]キーで、不要な
場合はそれ以外のキーで処理します。
詳しくは 5.5(⇒ p.85)を参照してくだ
さい。

Revival 
data 

Loding

（点滅時）内部メモリに
Revival data が存在し、必
要なときに表示します。

Revival data が必要な場合は [決定 ]
キーを押してください。不要な場合
はそれ以外のキーを押してください。
詳しくは 5.5(⇒ p.85)を参照してくだ
さい。

（点灯時）内部メモリから
PC カードに Revival data 
をダウンロードしている
ときに表示します。

ダウンロードが終了し、表示が消え
るまでしばらくお待ちください。
データ量が多い場合には 10数秒の時
間がかかります。

Revival 
data 

No use

内部メモリにRevival data 
が存在し、不必要なとき
に表示します。

Revival data が不要な場合は [決定 ]
キーを押してください。必要な場合
はそれ以外のキーを押してください。

RS-232C 
Loding

コマンド実行により通信
時間がかかる場合に表示
します。

しばらくお待ちください。
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Card 
Full

 Revival dataを内部メモ
リから PC カードにロー
ドしようとしたとき、PC 
カードの空き容量が足り
ない場合、1 秒表示しま
す。

十分空き容量のある PC カードを実
装し、もう一度実行してください。

Power 
down 
data 

Loding

停電時のデータ情報を出
力中に表示します。積算
中のまま電源を OFF にし
ていた期間が長い場合に
も表示します。

停電データ作成処理が終わるまでそ
のままお待ちください。
停電時間が長いほど、また設定した
データインターバル時間が短いほど
停電データが多くなるため、処理時
間が長くなります。
参照：5.6.5「停電復帰時の処置（「P.d.data 

Loding」点灯）」(⇒ p.92)

Phase 
Error

測定ライン設定が三相３
線の時、簡易結線チェッ
クを行った際に電圧の相
順が間違っていると　
表示します。

本器の電源を OFF（O)にして、電圧
コードの結線をやり直してください。

表示 内容 対処方法
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　エラーがあると LCD画面上に警告を表示します。

10.2エラー表示

エラー番号 内容 対処方法
Err.01 ROMの異常 1です。

修理が必要です。
Err.02 ROMの異常 2です。
Err.03 RAMの異常です。
Err.04 割り込み処理回路の異常です。

Err.05 バックアップエラー 自動的に設定内容を初期化して起動しました。
各設定をしなおしてください

Err.06 RTC（内部時計）エラー 内部時計を初期化して起動しました
現在日時を設定しなおしてください

Err.11 PC カードが未実装です。 PC カードが奥まで挿入されていないか、未実
装です。PCカードを実装してください。

Err.12 PCカードへの書き込み失敗です。 測定データの欠落がありますが、内部メモリ
にバックアップされます。

Err.13 PC カード内で測定ファイル数（10 
個）がオーバしています。

本器で測定ファイルを全削除するか、コン
ピュータで不要な測定ファイルを削除してく
ださい。
参照：（4.6「測定ファイルクリア」(⇒ p.54)

Err.14 実装されている PC カードが、フ
ラッシュ ATA カード以外です。

本器オプションの PCカードを使用してくだ
さい。

Err.15 PCカードのメモリクリアの失敗で
す。 もう一度実行してください。

Err.16

フォーマットされていない PC
カードなどが実装されています。

本器オプションの PCカードを使用してくだ
さい。

PCカードにアクセス中に PCカー
ドを取り出した場合に表示します。

測定には影響しませんので、キーを押して、
表示を消してください。

Err.17 測定ファイルを新規作成し、測定
を継続しています。 メッセージのみです。

Err.18 

コンピュータでフォーマット形式
が FAT32でフォーマットしてし
まった場合に表示します。

再度コンピュータで、FAT(FAT16)でフォー
マットしてください。FAT32でフォーマット
したものは本器ではフォーマットできません。

未対応の PC カードが実装されて
います。

本器オプションの PCカードを使用してくだ
さい。

Err.19 設定ファイルが正常に読み出せま
せんでした。

設定ファイルが異常なので、そのファイルは
利用できません。

Err.20 内部メモリの保存容量がオーバし
ました。（ 設定時） これ以上はバックアップできません。

Err.21 その他の PCカード関連エラーで
す。

PCカードを交換してください。

F.Err 

積算中に電源を OFF して（電圧
コードを外した場合も含む）、周波
数（50/60 Hz ）の違う地域で電源
を ON にした場合に表示します。

[START/STOP]キーを 1秒以上押して、積算
測定を終了してから、電源を入れ直してくだ
さい。

S.Err

PT比、CT比、電流レンジなどの
設定により、130%f.s.入力で、電
力表示が 9999.9 GWを超えていま
す

この設定では積算測定が実行できませんので、
各設定値を小さな値に変更してください
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10.3 困ったときは
修理に出される前に、以下の項目をご確認ください。

10.3困ったときは

症状 チェック項目

電源が入らない •電源が切れてしまう
•画面に表示が出ない

•電源スイッチは［ON］になっています
か？

•電圧コードが端子の奥まで差し込まれて
いますか？

•電圧コードが本器の電圧入力端子の U1と
Nに差し込まれていますか？

•電圧コードが測定ラインに結線されてい
ますか？

•結線されている測定ラインは 90 V～ 240 
Vですか？ 400 Vラインで使用すると本
器が故障し電源が入らなくなります。

•インバータ二次側で使用していません
か？
本器の内部ヒューズが切れると電源が入
らなくなります。

漏電ブレーカ

•ブレーカが落ちる • U1と Nが違うブレーカに結線していま
せんか？

•ブレーカの一次側と二次側で結線してい
ませんか？

参照：3.1「結線方法」(⇒ p.29)

時計

•時間の進み・遅れが大きい •インバータ二次側で使用していません
か？
インバータ二次側では測定できません。
時刻を合わせて一次側で測定してくださ
い。

簡易結線チェック •簡易結線チェックができな
い

•積算中および待機中ではありませんか？
•クランプ結線の簡易チェックは、測定ラ
インの設定画面にて [START/STOP]キー
を押すことで可能です。

•「Phase error]を表示して
しまう

•測定ラインの設定が三相 3線の場合で、
電圧の相順が間違って結線されている場
合に表示します。一旦電源を OFFにして
結線図に従い、再度結線をやり直してく
ださい。

参照：3.4「クランプ結線の簡易チェック」(⇒ 
p.37)

•「Err]を表示してしまう • 簡易結線チェックにおいて、クランプセ
ンサの向きが間違っている場合に表示し
ます。結線図に従い再度クランプするセ
ンサの場所や向きを確認してください。

参照：3.4「クランプ結線の簡易チェック」(⇒ 
p.37)

•「－－－－」になってしま
う

・電流値が電流レンジに対して小さすぎた
り、力率が 0近辺になってませんか？
適切な電流レンジを選択してください。

参照：3.2「電流レンジ設定」(⇒ p.34)
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電流値 •予想よりも小さい • 電流値が電流レンジに対し、小さすぎま
せんか？
有効測定はレンジの 5%以上です。適切
なレンジを選択してください。

• 電流値が電流レンジのダイナミック（ク
レストファクタ）を超えてしまっていま
せんか？
超えている場合、[Iov]が点灯します。ま
た、出力データでは St(ステータス）の
Bit7, Bit8が 1になっています。オーバレ
ンジがあった場合には Bit2, Bit3が 1にな
ります。

参照：「ステータス（オーバレンジなどを示す
データ）」(⇒ p.83)

•０になってしまう • 電流値が電流レンジの 0.4%未満の場合、
ゼロサプレス機能により強制的に 0 Aと
します。CT比を設定してある場合は、
CT比を 1にした時の電流値が電流レン
ジの 0.4%以上になるように電流レンジ
を選択してください。

参照：3.2「電流レンジ設定」(⇒ p.34)

電力値 • マイナスになってしまう • 結線ミスの可能性があります。結線図に
従い再度電圧コード、クランプするセン
サの場所や向きを確認してください。

• 3P3Wで力率が 0.5よりも低い場合には
出力データの P1か P2のいずれかがマイ
ナスになる場合があります。

参照：3.1「結線方法」(⇒ p.29)

• 予想より小さい • 結線ミスの可能性があります。結線図に
従い再度電圧コード、クランプするセン
サの場所や向きを確認してください。

• 進相コンデンサの影響で夜間など負荷が
軽い時には力率が悪くなる場合がありま
す。それにより電力値も小さくなります。

• 電流値も予想よりも小さくなっていませ
んか？

参照：3.1「結線方法」(⇒ p.29)

•０になってしまう • 電流値が電流レンジの 0.4%未満になっ
ていませんか？
0.4%未満の場合、ゼロサプレス機能によ
り強制的に 0 Aとします。CT比を設定し
てある場合は、CT比を 1にした時の電
流値が電流レンジの 0.4%以上になるよ
うに選択してください。

•  2本のクランプセンサを使用している場
合、片方のクランプセンサの向きが間
違っていませんか？

参照：3.2「電流レンジ設定」(⇒ p.34)
参照：5.4.5「有効電力値」(⇒ p.69)

•「－－－－」になってしま
う

• 電流値が電流レンジに対して小さすぎた
り、力率が 0近辺になってませんか？適
切な電流レンジを選択してください。

参照：3.2「電流レンジ設定」(⇒ p.34)

症状 チェック項目
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10.3 困ったときは
力率 •予想より悪い（小さい） • 結線ミスの可能性があります。結線図に
従い再度電圧コード、クランプするセン
サの場所や向きを確認してください。

• 進相コンデンサの影響で夜間など負荷が
軽い時には力率が悪くなる場合がありま
す。

参照：3.1「結線方法」(⇒ p.29)

•マイナスになってしまう • 結線ミスの可能性があります。結線図に
従い再度電圧コード、クランプするセン
サの場所や向きを確認してください。

• 力率が 1近辺の場合、マイナスになる場
合があります。

• 進相コンデンサによりマイナスになる場
合があります

測定値 •測定値が不安定 • 測定しているラインの周波数は 50/60 Hz
ですか？（400 Hzの周波数には対応して
いません）

• 測定しているラインには周波数変動、瞬
時停電などはありませんか？

•他の測定器と比較して測定
値が違う

• 測定サンプリングは 1回／秒（10波形）
ですので変動の激しいラインは正確な測
定ができない場合があります。

参照：5.4「測定値について」(⇒ p.67)

• インバータ二次側の測定はできません。
一次側で測定してください。

• 動作原理あるいは演算式が異なる測定器
とは、測定値に違いを生じる場合があり
ます。

参照：9.3「測定項目と演算式」(⇒ p.117)

設定 •電流レンジが変更できない • 設定画面になっていませんか？
電流レンジの変更は測定画面にて可能で
す。

• 積算中あるいは待機中になっていません
か？

• 電流レンジ変更は積算測定が終了してい
るときに可能です。

• 積算終了するためには [START/STOP]
キーを１秒以上押してください。

•設定変更できない • 積算中あるいは待機中になっていません
か？

• 積算終了するためには [START/STOP]
キーを１秒以上押してください。

症状 チェック項目
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積算開始・終了
ができない

•[START/STOP]キーが効か
ない

• 積算中あるいは待機中になっていません
か？
一旦積算測定を終了してください。積算
測定を強制終了するには [START/STOP]
キーを 1秒以上押してください。

• 設定画面になっていませんか？
測定画面に切り替えてください。

•「Delay  Start」を表示す
る

•「Delay Start」は設定されている積算開
始時間が現在日時よりも以前の設定に
なっている場合に表示します。この場合、
設定されているデータインターバル時間
との関係で開始時刻が決まります。すぐ
に積算測定を開始したい場合には、測定
画面にて [START/STOP]キーを 2度押し
て一旦緑の LEDを消灯して、再度
[START/STOP]キーを 1秒以上押してく
ださい。

参照：「積算開始 / 終了のタイミングについて」
(⇒ p.64)

•「Err.13」が点灯する • データ保存先が になっていて、挿
入している PCカード内に測定ファイル
（.CSV）が 10個以上ある場合に点灯しま
す。
設定画面にて測定ファイルを全削除する
か違う PCカードを挿入してください。

参照：4.6「測定ファイルクリア」(⇒ p.54)

•「Err.11」が点灯する • PCカードが奥まで挿入されていますか？
• データ保存先が になっていて、PC
カードを挿入していない場合に点灯しま
す。PCカードを挿入するか設定画面に
て保存先を に変更すると内部メモリ
に保存することができます。

参照：4.2「データ保存（出力）先設定」(⇒ 
p.47)

画面表示 •エラー表示が出る
　　　「Err.01～ Err.21」
　　　「F.Err]
　　　「S.Err]

• エラー内容一覧をご覧ください。
参照：10.2「エラー表示」(⇒ p.123)

•メッセージが出る • メッセージ一覧をご覧ください。
参照： 10.1「メッセージ表示」(⇒ p.121)

•［P.d.data Loding］を表
示したままでキーが効か
ない

• 積算測定を終了しないまま電源スイッチ
を OFFにしたり、電圧コードを外してし
まった場合は停電とみなし、停電と同様
の処理をします。長時間の停電ほど処理
に時間が掛かります。

参照：5.6.5「停電復帰時の処置（「P.d.data 
Loding」点灯）」(⇒ p.92)

症状 チェック項目
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10.4 その他
10.4その他

内　容 対応策

電流値 500 Aレンジでもオーバレン
ジになってしまう

• 弊社オプションの 9290-10（1000 A定格）を使
用してください。

440 Vラインで電流のみ測定
したい

• 9448コンセント入力コードを電圧入力端子に接
続して測定することが可能です。

参照：4「測定前の設定」(⇒ p.41)

ＰＣカード 積算中に抜きたい • 原則的に禁止です。本器が PCカードにアクセ
ス中に抜くと PCカード内のデータを破壊する
可能性があります。アクセスしていない場合に
抜いてしまってデータインターバル時間が来た
場合には、内部メモリにデータを保存します。

参照：5.5.1「データ保存先が PCの場合」(⇒ p.86)

出力データ U1_AVEなどの意味がわか
らない

• データのヘッダです。
参照：「出力データ内容」(⇒ p.80)

2.04E+00などの数字がわか
らない

• 指数表記になっています。
参照：「出力データ内容」(⇒ p.80)

Stの数字がわからない • ステータスデータです。測定期間中のオーバレ
ンジや停電などの情報を 10進数で示していま
す。

参照：「出力データ内容」(⇒ p.80)

測定ファイルの途中でデー
タが切れている

• 測定期間が長い、データインターバル時間が短
い場合などに起きます。日置 HPに CSV分割ソ
フトウェアがあるので、ダウンロードしてくだ
さい。
CSVファイルを設定した行数・列数に分割し、
エクセル等で読みこめるようにします。

(URL) http://www.hioki.co.jp/
製品情報→ダウンロード→電力計　クランプ電力
計→ CSV分割ソフトウェア

CPOというファイルがある • 内部メモリや PCカードに保存したデータを
RS-232Cでダウンロードできますが、その際ど
こまでダウンロードしたかが CPOのファイル
に記載されています。不要であれば消去しても
構いません。
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本器には内部回路保護のためヒューズが実装されています。このヒュー
ズは外部からは交換できません。万一、測定ラインに接続しても電源が
入らない（表示が出ない）場合は、ヒューズが切れている可能性があり
ますので修理が必要となります。

参考 : ヒューズが切れているかどうかは抵抗計を利用して、電源スイッ
チが ON状態で電圧入力端子 U1～ N間の抵抗を測定し、抵抗値
が無限大（ヒューズが切れている状態）かどうかで調べることが
できます。

• 本器の汚れをとるときは、柔らかい布に水か中性洗剤を少量含ませ
て、軽くふいてください。ベンジン、アルコール、アセトン、エーテ
ル、ケトン、シンナー、ガソリン系を含む洗剤は絶対に使用しないで
ください。変形、変色することがあります。

• LCDディスプレイは乾いた柔らかい布で軽く拭いてください。
• クランプセンサのコア部つき合わせ面にゴミなどが付着した場合は、
測定に影響がでますので、柔らかい布で軽くふき取ってください。

• 故障と思われるときは、「困ったときは」を確認してから、お買上店
（代理店）か最寄りの営業所にご連絡ください。

• 修理に出される場合は、輸送中に箱の中で本器が動かないように、
クッション材などで固定してください。また、故障内容も書き添えて
ください。輸送中の破損については保証しかねます。

• 本器の確度維持あるいは確認には、定期的な校正が必要です。
修理・校正業務のご用命は、「日置エンジニアリングサービス（株）」
までお願いいたします。（TEL 0268-28-0823、FAX 0268-28-0824）

10.5ヒューズについて

10.6クリーニング

10.7サービス

改造は絶対にしないでください。また修理技術者以外の人は、分解や
修理をしないでください。火災や感電事故、けがの原因になります。
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10.8 バックアップ電池の交換
本器はバックアップ用にリチウム電池を内蔵しています。バックアップ
電池の寿命は約 6年です。電源を投入したとき、日付、時間が大きくず
れているときは、電池の交換時期です。お買上店（代理店）か最寄りの
営業所にご連絡ください。

本器はシステムバックアップ用にリチウム電池を使用しています。
本器を廃棄するときは、リチウム電池を取り出し、地域で定められた規則に従って処分し
てください。

リチウム電池を取り外す手順は以下のとおりです。
手順

用意するもの :プラスドライバー（1本）、ニッパ（1本）

1. 本器のスイッチを OFFにします。

2. 本器の下ケースを止めているネジ 2 本をプラスドライバで外
します。
上ケースを外します。

10.8バックアップ電池の交換

10.9本器の廃棄

• 感電事故を避けるため、電源スイッチを OFFにし、電圧コードやク
ランプセンサなどのコード類を外してからリチウム電池を取り外し
てください。

• 使用済の電池をショート、分解または火中への投入はしないでくださ
い。破裂する恐れがあり危険です。

• 電池を取り出した場合、誤って飲みこまないように、幼児の手が届か
ないところに電池を保管してください。

• 本器を廃棄するときは、リチウム電池を取り出し、地域で定められた
規則に従って処分してください。
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3. 基板の隅にあるボタン状のリチウム電池のリードを 2 本とも
ニッパで切断します。

基板
リード
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10.9 本器の廃棄
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保　証　書

本製品は、弊社の厳密なる検査を経て合格した製品をお届けした物です。
万一ご使用中に故障が発生した場合は、お買い求め先にご連絡ください。本書の記載内容で
無償修理をさせていただきます。また、製品の使用による損失については、購入金額までの
支払いとさせていただきます。なお、 保証期間は購入日より１年間です。購入日が不明の場合
は、製品の製造月から１年を目安とします。  ご連絡の際は、本書を提示してください。
また、確度については、明示された確度保証期間によります。

お客様 ご住所 :　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご芳名 :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊お客様へのお願い
• 保証書の再発行はいたしませんので、大切に保管してください。
•「形名、製造番号、購入日」およびお客様「ご住所、ご芳名」は恐れ入りますが、お客様に

て記入していただきますようお願いいたします。

1. 取扱説明書 • 本体注意ラベル（刻印を含む）等の注意事項にしたがった正常な使用状態で保
証期間内に故障した場合には、無償修理いたします。また、製造後一定期間を経過したも
のおよび部品の生産中止、不測の事態の発生等により修理不可能となった場合は、修理、
校正等を辞退する場合がございます。

2. 保証期間内でも、次の場合には保証の対象外とさせていただきます。
-1. 製品を使用した結果生じる被測定物の、二次的、三次的な損傷、被害

-2. 製品の測定結果がもたらす二次的、三次的な損傷、被害
-3. 取扱説明書に基づかない不適当な取り扱い、または使用による故障

-4. 弊社以外による修理や改造による故障および損傷
-5. 取扱説明書に明示されたものを含む部品の消耗

-6. お買い上げ後の輸送、落下等による故障および損傷
-7. 外観上の変化（筐体のキズ等）

-8. 火災、風水害、地震、落雷、電源異常（電圧、周波数等）、戦争・暴動行為、放射能汚
染およびその他天災地変等の不可抗力による故障および損傷

-9. 保証書の提出が無い場合
-10.その他弊社の責任とみなされない故障

-11.特殊な用途（宇宙用機器、航空用機器、原子力用機器、生命に関わる医療用機器及び車
輌制御機器等）に組み込んで使用する場合で、前もってその旨を連絡いただかない場合

3. 本保証書は日本国内のみ有効です。 （This  warranty  is  valid  only  in  Japan.)

サービス記録

形名
3168

製造番号 保証期間
購入日　　年　　月より 1 年間

年月日 サービス内容

〒 386-1192 長野県上田市小泉８１

TEL 0268-28-0555

FAX 0268-28-0559

06-03



外国代理店については HIOKI ホームページをご覧いただくか、
最寄りの営業所または本社販売企画課までお問い合わせください。

URL http: //www.hioki.com/

HIOKI USA CORPORATION
6 Corporate Drive, Cranbury, NJ 08512 USA
TEL +1-609-409-9109
FAX +1-609-409-9108
E-MAIL  hioki@hiokiusa.com

外国主要販売ネットワーク



HIOKI 3168  クランプオンパワーハイテスタ

 詳細取扱説明書

発 行 年 月 2008年 3月　初版

編集・発行 日置電機株式会社

開発支援課

問 合せ 先 日置電機株式会社

販売企画課
〒 386-1192 長野県上田市小泉 81

 0120-72-0560

TEL: 0268-28-0560

FAX: 0268-28-0569

E-mail: info@hioki.co.jp

URL http://www.hioki.co.jp/

Printed in Japan  3168A985-00

• 本書の内容に関しては万全を期していますが、ご不明な点や
誤りなどお気づきのことがありましたら、本社 販売企画課ま
たは最寄りの営業所までご連絡ください。

• 本書は改善のため予告なしに記載事項を変更することがあり
ます。

• 本書には著作権によって保護される内容が含まれます。本書
の内容を弊社に無断で転載、複製、改変することは禁止され
ています。



この取扱説明書は再生紙を使用しています。

※お問い合わせは最寄りの営業所または本社販売企画課まで。

3168A985-00 08-03H
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